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白州町台ヶ原 2211( 台ヶ原宿沿い )
☎ 0120-35-0518

香り高いよもぎと
優しい甘さのこしあん
　草だんご　180円

爽やかな柚子の
香りが上品

　柚子饅頭　194円

　八ヶ岳ジャーナルは、北杜市を対象にした地域新
聞です。広告掲載各社のご協力により、毎月 1 日と
16 日の 2 回、北杜市内に配布しております。ニュー
スの提供及び、各種情報、広告掲載の申し込み、また、
定期購読（年間 4,000 円）をご希望の方は、小社まで。

八ヶ岳ジャーナル編集部　☎ 0551-45-7789

北杜市の地域新聞

駅そば
うまい・やすい・早い

三拍子

駅弁の丸政

甲府北口店、韮崎駅、 長坂駅
小淵沢駅、富士見駅

甲府北口店、韮崎駅、 長坂駅
小淵沢駅、富士見駅

お気軽にお問い合わせ下さい。
Tel 0551-36-2521

お弁当・料理を承ります。
スタッフ募集中

お待たせさせないため予約の方優先とさせていただいております

診療時間　午前9:00〜12:00
午後4:00〜  7:00

休診日　木曜、日曜、祝祭日
11/18㈬、25㈬は休診です。

白井沢交差点
旧小泉小学校

◆休診日：木・日・祝日◆

AKUTSU DC

阿久津歯科医院

長坂町長坂上条 2083
Phone0551-32-2175
F a x  0551-32-7300

院長　阿久津 司郎

健康な歯を大切に健康な歯を大切に
予防歯科受付中!予防歯科受付中!

山梨県北杜市小淵沢町451
TEL 0551（36）3011（代表）
FAX 0551（36）4141
URL https://net-suzuken.com

小淵沢町で育って 58 年

スタッフ募集⬆

「 晩　秋 」
Canon EOS R6　35mm

　S：1/320　F：8
ZOOMアイ 北風写真倶楽部

撮影：清水　博美

長坂ＩＣきららシティ内

☎0551-32-8156

地元の店だから安心です。

心から納得のいく
補聴器選びを
お手伝い。

補聴器
体験会

　

指
定
・
未
指
定
に
関
わ
ら

ず
、
地
域
の
文
化
財
を
総
合

的
に
捉
え
て
、
一
体
的
な
保

存
、
活
用
の
方
針
を
示
し
た

「
北
杜
市
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
」
が
文
化
庁
に
認

定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
北

杜
市
は
10
月
25
日
、「
未
来

へ
つ
な
ぐ 

北
杜
の
歴
史
文

化
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
武
川
町
の
甲
斐
駒
セ
ン

タ
ー
せ
せ
ら
ぎ
で
開
い
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
人
口
減
少

や
少
子
高
齢
化
、
価
値
観
の

多
様
化
な
ど
で
文
化
財
保
護

を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
化
す
る
な
か
、
文
化
財
を

周
辺
の
環
境
や
景
観
、
人
々

の
生
活
文
化
な
ど
と
一
体
と

し
て
捉
え
る
こ
と
で
、
多
面

的
な
活
用
を
引
き
出
し
、
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
す
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
山

梨
大
学
大
学
院
総
合
研
究
部

の
菊
地
淑
人
准
教
授
に
よ
る

基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
菊
地

さ
ん
は
、
地
域
総
が
か
り
で

文
化
財
を
保
存
、
活
用
す
る

新
た
な
体
制
の
意
義
を
解
説

し
、「
文
化
財
を
総
体
的
に

捉
え
る
こ
と
で
、
そ
の
地
域

が
持
つ
固
有
の
歴
史
文
化
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
て
く
る
。

そ
れ
が
地
域
の
個
性
で
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
道
標
と

な
る
」
と
い
い
、「
文
化
財

で
地
域
を
遊
ぶ
と
い
う
感
覚

で
、
楽
し
み
な
が
ら
保
存
と

活
用
の
循
環
を
生
み
出
す
多

様
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
」と
語
っ
た
。

　

北
杜
市
の
同
計
画
で
は
、

国
・
県
・
市
指
定
文
化
財
の

２
０
８
件
と
未
指
定
文
化
財

の
約
２
万
件
を
整
理
し
、
歴

史
文
化
の
特
性
を
①
豊
か
な

自
然
と
黒
曜
石
交
易
が
生
ん

だ
縄
文
文
化
②
逸
見
・
武
田
・

徳
川
が
重
な
る
城
館
跡
③
信

仰
と
生
業
の
舞
台
と
な
っ
た

山
④
恵
み
と
災
い
の
二
面
性

を
持
つ
水
⑤
甲
州
と
信
州
を

結
ぶ
２
つ
の
ル
ー
ト
⑥
暮
ら

し
を
共
に
し
て
き
た
馬
の
６

つ
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

同
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

市
学
術
課
の
職
員
が
説
明
に

立
ち
、
北
杜
市
は
神
楽
や
獅

子
舞
と
い
っ
た
民
俗
芸
能
が

盛
ん
で
、
県
内
90
カ
所
に
伝

わ
る
神
楽
の
う
ち
、
40
カ
所

は
北
杜
市
内
に
あ
る
一
方
、

担
い
手
不
足
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
継
承
に
向
け
、
無

形
民
俗
文
化
財
連
絡
協
議
会

の
発
足
な
ど
を
計
画
し
て
い

る
こ
と
を
紹
介
し
、「
多
く

の
市
民
と
協
働
し
て
、指
定
、

未
指
定
の
文
化
財
を
は
じ

ど
５
人
が
出
席
し
、
大
柴
市

長
は
、
茅
野
北
杜
韮
崎
線
が

地
域
の
多
面
的
な
役
割
を
担

う
極
め
て
重
要
な
路
線
で

あ
る
こ
と
に
触
れ
な
が
ら
、

「
長
坂
・
高
根
エ
リ
ア
は
新

設
統
合
中
学
校
や
新
庁
舎
整

備
基
本
構
想
の
建
設
候
補
地

に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
な
る

交
通
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
」
な
ど
と
し
て
、
早
期
の

完
成
を
求
め
た
。（
写
真
）

く
、
大
型
車
が
す
れ
違
う
こ

と
が
で
き
な
い
な
ど
、
通
行

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
と

し
て
、
地
域
住
民
か
ら
道
路

整
備
を
求
め
る
声
が
あ
り
、

昨
年
に
工
事
に
着
手
し
た
。

現
在
は
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
西

側
の
道
路
改
良
な
ど
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　

同
日
は
、
大
柴
市
長
を
は

じ
め
、
北
杜
市
議
会
の
大
芝

正
和
議
長
、
峡
北
地
区
建
設

業
協
会
の
田
中
新
也
会
長
な

　

主
要
地
方
道
茅
野
北
杜
韮

崎
線
に
お
け
る
長
坂
町
長
坂

上
条
地
内
の
Ｊ
Ｒ
ア
ン
ダ
ー

パ
ス
に
つ
い
て
、
大
柴
邦
彦

市
長
は
10
月
23
日
、
県
庁
を

訪
れ
て
、
長
崎
幸
太
郎
知
事

に
拡
幅
工
事
の
早
期
完
成
を

求
め
る
要
望
書
を
提
出
し

た
。

　

同
所
は
、
長
坂
総
合
支
所

か
ら
南
側
に
下
っ
た
信
号
の

先
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
の

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
。
道
幅
が
狭

め
、
地
域
に
伝
わ
る
昔
話
や

伝
承
、
人
物
の
事
績
な
ど
も

『
ほ
く
と
の
宝
』
と
し
て
捉

え
、
守
り
な
が
ら
ま
ち
づ
く

り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
」

と
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
、
同
日
は
、
一
般
社

団
法
人
八
ヶ
岳
ツ
ー
リ
ズ
ム

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
小
林
勉
代

表
理
事
、
金
精
軒
製
菓
株
式

会
社
の
小
野
光
一
代
表
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
茅
ヶ
岳
歴
史
文
化

研
究
所
の
佐
野
隆
主
任
調
査

員
を
迎
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

白
州
町
台
ヶ
原
に
伝
わ
る

「
虎
頭
の
舞
」
や
Ｊ
Ｒ
清
里

駅
前
に
設
置
さ
れ
て
い
る
蒸

気
機
関
車
Ｃ
56
、
明
野
町
に

あ
る
国
史
跡
の
梅
之
木
遺
跡

に
関
す
る
保
存
、
活
用
の
取

り
組
み
を
共
有
し
、
展
望
を

語
り
合
っ
た
。

文
化
財
と
ま
ち
づ
く
り

総
合
的
な
保
存
と
活
用
へ

文化財保存活用地域計画の取り組みについて
語る山梨大学の菊地准教授

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
拡
幅
工
事

早
期
完
成
を
要
望

地 域 計 画 認 定
シ ン ポ ジ ウ ム

https://www.webtoday.jp
https://www.net-suzuken.com/recruit


まち
チラ

イベント・募集チラシ

市内のイベントなどの
電子版折込チラシです。

11 月 1 日号

詳しい情報は、下のチラシをタップしてください。

みらい創生

9：00-14：00

北杜市明野町
ハイジの村クララ館
メイン会場

特設会場（ダイコン抜き）

会場

ハイジの村の北約700m

11
3祝火
2026
文化の日

（明野ふるさと太陽館）

40

■主催　北杜市浅尾ダイコンまつり実行委員会　■後援　北杜市

北杜市浅尾ダイコンまつり実行委員会事務局（北杜市役所明野総合支所 地域市民課）お
問
い
合
わ
せ

北杜市浅尾ダイコンまつり

＜北杜市HP>

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
と

浅
尾
ダ
イ
コ
ン
抜
き
を
楽
し
も
う
!!

※会場から駐車場まで約500mあります。
　台車や一輪車などお持ちいただくと便利
　です。ダイコンはお持ち帰り可能な量を
　お採りください。

お祭りに関する問い合わせ TEL0551－42－1421（北杜市役所明野総合支所地域市民課）
ダイコン抜きに関する問い合わせ TEL.055-235-7666（㈱UTY企画）

事前予約制空きがあれば当日
申込みも可能です

参加費1,500円（当日支払い）
1袋に入るだけ持ち帰り

お申し込みは
◀こちらから

①  9：00～
②10：00～
③11：00～
各回定員 400人

大根抜き体験
時　間

浅尾ダイコンまつり

主　催／北杜市、北杜市地球温暖化対策地域協議会（グリーン北杜）
後　援／山梨県、山梨県教育委員会、北杜市教育委員会、北杜市男女共同参画推進委員会、
　　　　山梨県地球温暖化防止活動推進センター

グリーン北杜事務局（北杜市 環境課内） https://www.greenhokuto.jp/
●問い合わせ先

141

五町田 総合グランド入口

たかねの湯南

高根駐在所前

北杜消防署 高根分署

北杜市役所
高根総合支所

至長坂I.C

至須玉I.C

高
根
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー

八
ヶ
岳
や
ま
び
こ

ホ
ー
ル 高根体育館

※駐車場に限りがありますので、
　乗り合わせでお越し下さい。

第
17
回

持ち物
上履き
マイバッグ

場所／北杜市高根体育館
～次世代の杜へ･･･～

水素カー等の展示もあります！

令和8年

11/14土
9時50分～15時
（受付9時40分～）

★ワークショップ　
★クイズラリー抽選会　
★自然環境に関する調査・研究発表会　
　など

（平日9：00～16：30） E-mail：greenhokuto@gmail.comTEL：0551-42-1341

入場無料

子どもも大人も体験を通じて
楽しく学んでみませんか？

主なイベント　

クイズラリー景品提供企業（順不同）／
サントリープロダクツ株式会社 天然水南アルプス白州工場、
コカ･コーラ ボトラーズジャパン株式会社、株式会社メイキョー、三峰川電力株式会社、
株式会社アルソア慧央グループ、金精軒製菓株式会社、ショッピングセンターきららシティ

出演団体／　華風舞姫、みどり保育園、明野少年少女合唱団

10時～12時

子ども環境フェスタ 歴史散策ウォーキング

〈
問
〉
本
庁
舎
整
備
の
検
討
状
況
は
①
市

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
は
②
６
候

補
地
選
定
経
緯
と
今
後
の
進
め
方
は
。

〈
答
〉
意
見
と
し
て
は
ア
ク
セ
ス
・
災
害

時
の
行
政
機
能
・
諸
施
設
活
用
で
の
費
用

抑
制
・
発
展
可
能
性
。選
定
の
経
緯
は
、「
市

有
地
」「
面
積
」「
安
全
な
土
地
」「
ア
ク

セ
ス
」「
既
存
施
設
の
再
編
」が
設
定
さ
れ
、

長
坂
総
合
支
所
・
長
坂
中
学
校
、
旧
秋
田

小
学
校
・
高
根
支
所
・
高
根
中
学
校
・
現

本
庁
舎
の
６
ヶ
所
を
選
定
。
今
年
度
中
に

「
基
本
構
想
」
来
年
度
以
降
「
基
本
計
画
」

を
策
定
。

〈
問
〉
災
害
に
対
す
る
備
え
と
し
て
、
①

今
年
度
実
施
し
た
防
災
訓
練
の
成
果
と
課

題
は
。
②
避
難
所
ス
ペ
ー
ス
と
冷
暖
房
設

備
・
妊
産
婦
・
乳

幼
児
・
要
介
護
者
・

高
齢
者
・
女
性
へ

の
対
応
は
。
③
ト

イ
レ
設
置
・
キ
ッ

度
当
初
予
算
に

「
中
学
校
統
合

に
向
け
て
の
、

基
本
設
計
業
務

委
託
費
等
４
億
７
４
８
９
万
９
千
円
が
計

上
」
さ
れ
た
が
、
進
捗
状
況
と
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
③
教
育
の
質
の
向
上
を

図
る
た
め
の
方
針
と
、
そ
の
実
現
に
向
け

た
検
討
体
制
の
構
築
は
。

〈
問
〉
小
淵
沢
エ
リ
ア
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
、
本
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
山
梨
県
に
お

け
る
新
た
な
価
値
の
創
出
と
持
続
的
な
発

ズ
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
一
時
預
か
り
の
体

制
は
。
④
企
業
と
の
連
携
は
⑤
避
難
・
救

護
・
炊
き
出
し
な
ど
の
計
画
と
訓
練
は
。

⑥
言
語
・
情
報
伝
達
な
ど
多
言
語
で
の
外

国
人
へ
の
対
応
は
。

〈
答
〉
①
成
果
は
、
初
動
体
制
の
確
立
・

避
難
誘
導
・
炊
き
出
し
・
広
域
連
携
・
避

難
所
開
設
な
ど
多
角
的
な
取
り
組
み
が
で

き
た
。
課
題
は
、
交
通
整
理
・
通
信
環
境
・

要
介
護
者
対
応
な
ど
具
体
的
な
課
題
が
明

確
に
な
っ
た
。
②
避
難
所
は
、
状
態
に
応

じ
た
優
先
エ
リ
ア
を
確
保
し
、「
福
祉
避

難
所
」
を
開
設
す
る
。
冷
暖
房
は
概
ね
設

置
が
完
了
し
た
。
③
ト
イ
レ
は
、
防
犯
や

男
女
に
配
慮
し
て
設
置
す
る
。
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
な
ど
は
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
検

討
。
④
46
社
と
水
・
食
料
・
生
活
必
需
品

の
提
供
な
ど
協
定
を
締
結
す
る
。
⑤
参
加

者
体
験
型
の
訓
練
を
継
続
的
に
実
施
。
状

況
に
応
じ
た
段
階
的
な
訓
練
も
検
討
。
⑥

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
人
材
派
遣
を
行
っ
て
支

援
す
る
。

〈
問
〉
イ
ン
ド
訪
問
の
成
果
に
つ
い
て
、

①
成
果
と
取
り
組
み
方
針
は
。
②
水
素
サ

ミ
ッ
ト
と
の
関
り
は
。
③
具
体
的
成
果
と

〈
問
〉
産
学
官
の
連
携
に
つ
い
て
、
行
政

需
要
が
複
雑
か
つ
多
様
化
し
て
き
て
い
る

現
在
、
産
・
学
・
官
の
連
携
は
、
互
い
の

強
み
を
生
か
し
、
政
策
課
題
の
解
決
に
取

り
組
む
こ
と
で
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

行
政
の
信
頼
性
や
政
策
評
価
の
向
上
に
も

寄
与
す
る
。

①
産
学
官
の
連
携
に
つ
い
て
、
取
り
組
ん

で
き
た
内
容
と
そ
の
成
果
、
今
後
の
推
進

の
基
本
的
方
針
は
②
連
携
協
定
に
よ
り
、

民
間
の
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す
こ
と

と
、
そ
れ
ら
を
職
員
に
蓄
積
さ
れ
る
こ
と

が
重
要
だ
が
、
そ
の
見
解
は
③
連
携
協
定

締
結
に
よ
る
具
体
的
な
成
果
は
。

〈
問
〉
中
学
校
2
校
新
設
に
向
け
て
、
中

学
校
の
規
模
等
の
適
正
化
は
、
合
併
以
来

の
重
要
課
題
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
検
討

し
て
き
た
。「
適
正
規
模
等
審
議
会
」
を

経
て
、「
再
編
整
備
検
討
委
員
会
」
に
お

い
て
「
現
在
の
8
校
を
、
2
校
に
統
合
す

る
。
併
せ
て
、
学
区
の
組
み
合
わ
せ
を
、

明
野
・
須
玉
・
高
根
・
大
泉
と
長
坂
・
小

淵
沢
・
白
州
・
武
川
と
す
る
」
こ
と
で
、

意
見
が
集
約
さ
れ
た
。

　
大
柴
市
長
よ
り
、
令
和
7
年
12
月
議
会

に
お
い
て
、
新
設
中
学
校
2
校
の
最
善
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
、
学
区
及
び
建
設
場
所

が
示
さ
れ
た
。

①
「
再
編
整
備
検
討
委
員
会
」
に
お
い
て

意
見
集
約
さ
れ
た
内
容
と
検
討
経
過
。
新

設
校
を
2
校
と
し
、
旧
峡
北
高
校
跡
地
と

高
根
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
2
ヶ
所
に
方
針

決
定
す
る
ま
で
の
経
過
は
。
②
４
月
1
日

に
中
学
校
統
合
準
備
室
の
設
置
。
8
年
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26
年
6
月
議
会
代
表
質
問

加
藤
　紀
雄

26
年
9
月
議
会
代
表
質
問

保
坂
多
枝
子

展
に
つ
な
げ
る
た
め
、
北
杜
市
の
玄
関
口

で
あ
る
「
小
淵
沢
エ
リ
ア
」
の
高
品
質

化
、
高
付
加
価
値
化
を
図
り
、
魅
力
的
な

地
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
令
和
8
年
度
の
地
域
未
来
交
付
金

事
業
と
し
て
、
国
の
採
択
が
決
定
し
、
今

議
会
に
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
訪
れ
る
観
光
客
が
、
八

ヶ
岳
エ
リ
ア
か
ら
北
杜
市
全
域
に
拡
散
す

る
こ
と
に
よ
り
、大
柴
市
長
の
目
指
す「
点

か
ら
面
へ
の
観
光
」
と
合
致
す
る
。

　
山
梨
県
と
協
働
に
よ
る
、
こ
の
ビ
ジ
ョ

今
後
は
。

〈
答
〉
①
現
地
企
業
か
ら
の
関
心
に
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
、立
地
に
結
び
付
け
た
い
。

旅
行
会
社
が
視
察
済
み
。
②
県
主
催
で
会

場
は
本
市
で
220
人
以
上
が
参
加
す
る
国
際

会
議
を
開
催
す
る
。
③
訪
問
で
得
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
協
議
の
成
果
を
山
梨
県
・
ジ

ェ
ト
ロ
・
金
融
機
関
・
大
学
・
地
域
企
業

と
連
携
し
本
市
の
産
業
振
興
や
市
民
生
活

に
還
元
す
る
。

〈
問
〉
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め

に
つ
い
て
①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
と
ゲ
ー
ム
依

存
症
へ
の
学
校
で
の
取
り
組
み
は
。
②
年

代
に
応
じ
た
幼
児
期
か
ら
の
的
確
な
性
教

育
が
必
要
。
専
門
家
の
指
導
と
対
象
、
男

女
別
か
。
③
熱
中
症
対
策
は
。

〈
答
〉
①
発
達
段
階
に
応
じ
た
教
材
に
よ

り
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
節
度
あ
る
利
用
の
理

解
を
深
め
て
い
る
。
②
生
命
や
個
人
の
尊

厳
を
尊
重
す
る
心
を
育
む
う
え
で
極
め
て

重
要
。
専
門
家
に
よ
る
指
導
を
低
学
年
か

ら
男
女
と
も
に
行
っ
て
い
る
。
③
「
対
策

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
。
暑
さ
指
数
に

よ
り
授
業
内
容
を
変
更
。
学
校
行
事
の
時

期
見
直
し
も
検
討
。

ン
で
、
富
士
山
エ
リ
ア
と
八
ヶ
岳
エ
リ
ア

の
山
梨
県
の
2
大
観
光
地
が
「
世
界
に
誇

る
観
光
山
梨
」
の
重
要
な
拠
点
と
し
て
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
こ

の
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
体
的
な
事
業
内
容
と
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
質
問
の
す
べ
て
に
明
解
で
具
体
的
な
答

弁
が
あ
っ
た
。
市
長
と
職
員
と
一
丸
と
な

り
、
重
要
な
政
策
課
題
に
果
敢
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る
、
大
柴
市
政
の
覚
悟
と
迅

速
な
行
政
運
営
に
期
待
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

八ヶ岳定住自立圏 3市町村議員交流会（於：長野県・富士見町役場）

メモリアルコンサート
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ご来店お待ちして
おります。

㈲坂本商事
定休日：日曜日

長坂町小荒間１９７８

TEL（32）3132

明野町
　　男　2,069（-7）
　　女　2,129（-2）
　　計　4,198（-9）
　世帯　2,047（+1）
須玉町
　　男　2,576（+4）
　　女　2,603（0）
　　計　5,179（+4）
　世帯　2,605（+8）
高根町
　　男　4,365（0）
　　女　4,583（-10）
　　計　8,948（-10）
　世帯　4,412（0）

長坂町
　　男　4,230（0）
　　女　4,443（-8）
　　計　8,673（-8）
　世帯　4,498（-2）
大泉町
　　男　2,596（+1）
　　女　2,831（+4）
　　計　5,427（+5）
　世帯　2,795（-1）
白州町
　　男　1,719（-5）
　　女　1,741（+1）
　　計　3,460（-4）
　世帯　1,784（-1）

武川町
　　男　1,355（-1）
　　女　1,446（+2）
　　計　2,801（+1）
　世帯　1,346（+2）
小淵沢町
　　男　2,871（0）
　　女　2,973（+4）
　　計　5,844（+4）
　世帯　3,074（+7）
北杜市全体
　　男　21,781（-8）
　　女　22,749（-9）
　　計　44,530（-17）
　世帯　22,561（+14）

〜北杜市の人口〜（１０月１日現在）※外国人登録者含む

（有）アサカ自動車
高根町村山東割1504-1 11月のお休みは、1㈰、3㈫、8日㈰、15㈰、22㈰、23㈪、29㈰

☎0551-47-3333

法定 12カ月点検のすすめ
エンジン関連やブレーキ関連など
約30項目の点検です。

普 通 車　¥11,000.-（税込）
軽自動車　  ¥8,800.-（税込）

◆点検サービス　いずれかをお選びください
①下回りのスチーム洗浄、②Fr ガラス撥水コート

点検を行うと、季節タイヤの交換費用はかかりません。
入庫時にスタッドレスタイヤをお持ちください。◉ ◉

長坂町長坂上条 2582-1
tel.0551-32-2202

うゑ松さくら寿し食
房

◆持ち帰り・出前・法事弁当◆
ご予算に合わせて予約承ります

●
住
宅
設
備
機
器
●
冷
暖
房

●
空
調
●
給
水
●
給
湯
●
排
水
工
事

●
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
機
具

株
式
会
社　

ひ
ら
や
ま

北
杜
市
高
根
町
箕
輪
五
八
一

☎（
47
）２
１
５
８　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
47
）４
５
４
８

　

大
泉
町
で
音
楽
の
生

演
奏
が
楽
し
め
る
飲
食

店
「cafe BIRDLAND 

yatsugatake

」
を
経
営

す
る
小
尾
こ
う
た
さ
ん

（
51
）
は
、ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
で
あ
り
、
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
運
営
、
通
訳

翻
訳
、
電
気
工
事
、
さ
ら

に
は
農
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

ま
で
多
彩
な
顔
を
持
つ
。

培
っ
た
経
験
と
知
識
を
あ

ら
ゆ
る
仕
事
へ
と
昇
華
さ

せ
、
情
熱
の
赴
く
ま
ま
に

や
り
た
い
こ
と
を
形
に
し

続
け
て
き
た
。

　

栃
木
県
出
身
で
、
母
親

の
影
響
で
幼
少
期
か
ら
音

楽
に
傾
倒
し
、
20
歳
で
米

国
・
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
渡
っ

た
。
音
楽
専
門
大
学
に
通

い
な
が
ら
路
上
演
奏
か
ら

キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
着
実
に
実
績
を
重
ね

て
レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
へ

と
演
奏
の
場
を
広
げ
、
友

人
と
自
主
レ
ー
ベ
ル
を
設

立
。
音
楽
を
通
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
国
の
文
化
や
価
値

観
に
触
れ
合
っ
た
。

　

音
楽
活
動
の
傍
ら
、
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
の
大
学
で
物

理
学
を
修
め
、
30
歳
で
帰

国
。
日
本
の
電
力
会
社
で

機
器
開
発
に
従
事
す
る

も
、
東
日
本
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
あ
り
方
を
再
考
し
て
農

業
へ
転
身
し
た
。
研
究
所

で
遺
伝
子
組
み
換
え
や
栽

培
技
術
の
開
発
な
ど
に
携

わ
り
、
45
歳
の
と
き
に
退

職
し
て
妻
の
古
里
の
北
杜

市
に
移
住
し
た
。

　

カ
フ
ェ
バ
ー
ド
ラ
ン
ド

八
ヶ
岳
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
つ
な
が
り
を
生
か
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
を
呼
ん
だ
り
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
出

身
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
迎
え
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を

企
画
。
音
楽
に
親
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
地
域
の
カ

フ
ェ
や
子
育
て
家
庭
に
無

償
で
楽
器
を
提
供
す
る
ほ

か
、「
八
ヶ
岳
北
杜
Ｊ
Ａ

Ｚ
Ｚ
協
会
」
を
発
足
し
て

市
内
各
地
で
の
演
奏
会
も

精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。

  〝
や
り
た
い
〟に
向
き
合
う

　
　
　
　
　
　

  　

    

大
泉
町　

小
尾 

こ
う
た
さ
ん

　

ま
た
、
盆
踊
り
や
コ
ス

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
、
Ｊ
Ｒ
甲

斐
大
泉
駅
前
で
の
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
を
企
画
す
る
な

ど
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て

い
る
小
尾
さ
ん
は
、「
自

分
に
で
き
る
こ
と
で
人
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
は

で
き
る
限
り
や
り
た
い
」

と
い
い
、「
若
い
人
が
夢

や
希
望
を
持
て
る
地
域
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と

意
気
込
ん
で
い
る
。

修理 お伺いします。

家電製品の修理に関する
ご相談、お気軽にどうぞ。

メーカーはどこでもＯＫ。

家電製品の販売・修理・工事

チェーン 

フジモリ電気
長坂町大八田 5578

TEL32-7667　FAX32-5677

　

か
つ
て
日
本
各
地
で
薬
と

し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
昆
虫

を
紹
介
す
る
「
薬
（
や
く
）

に
た
つ
昆
虫
展
」
が
、
長
坂

町
の
北
杜
市
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い

る
。
標
本
や
パ
ネ
ル
で
約
50

種
を
展
示
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

用
途
や
利
用
法
を
解
説
し
て

い
る
。
会
期
は
来
年
の
３
月

31
日
ま
で
。

　

同
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、

薬
用
昆
虫
は
こ
れ
ま
で
常
設

展
示
の
一
部
で
紹
介
し
て
い

た
が
、
来
場
者
か
ら
の
関
心

が
高
く
反
響
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
今
回
初
め
て
一
堂
に

紹
介
す
る
展
示
を
企
画
し

た
。

　

同
展
で
は
、
子
ど
も
が
興

奮
し
て
夜
泣
き
や
か
ん
し
ゃ

く
な
ど
を
起
こ
す
「
疳
（
か

ん
）
の
虫
」
や
喉
の
痛
み
、

腹
痛
、
虫
刺
さ
れ
な
ど
に
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
る
バ
ッ
タ

や
ハ
チ
、
ガ
、
ゲ
ン
ゴ
ウ
ロ
、

ク
ワ
ガ
タ
と
い
っ
た
昆
虫
を

取
り
上
げ
て
、
各
地
域
で
の

利
用
方
法
を
紹
介
。

　

イ
ナ
ゴ
は
、
炒
っ
て
食
べ

る
こ
と
で
疳
や
咳
止
め
、
解

熱
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、

オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
に
つ
い
て

は
、
宮
崎
県
で
は
塩
漬
け
に

し
た
幼
虫
や
サ
ナ
ギ
を
煎
じ

て
飲
み
、
下
痢
止
め
と
し
て

利
用
、
三
重
県
で
は
難
聴
に

効
果
が
あ
る
と
し
て
巣
を
煎

じ
て
服
用
し
て
い
た
と
い

う
。

　

ま
た
、
山
梨
県
で
は
、
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル
の
成
虫
を
乾
燥

粉
末
に
し
て
米
と
練
っ
て
傷

に
貼
り
付
け
、岡
山
県
で
は
、

セ
ミ
の
抜
け
殻
に
天
草
を
加

え
て
煎
じ
た
も
の
を
服
用
し

て
便
秘
を
改
善
し
て
い
た
と

さ
れ
、
昆
虫
を
そ
の
ま
ま
食

べ
る
だ
け
で
は
な
く
、
乾
燥

や
蒸
し
焼
き
、
薬
用
酒
に
漬

け
込
む
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
で
利
用
し
て
い
た
こ
と

を
紹
介
す
る
。

　

冨
樫
和
孝
館
長
は
、「
昔

の
人
が
工
夫
を
凝
ら
し
て
昆

虫
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
を

通
し
て
、
自
然
と
の
つ
な
が

り
や
恵
み
を
知
っ
て
も
ら
え

た
ら
う
れ
し
い
」
と
話
し
て

い
る
。
休
館
日
は
月
曜
日
。

問
い
合
わ
せ
は
☎
32
・
６
６

４
８
ま
で
。

　

県
内
各
地
で
行
わ
れ
て
い

る
「
富
士
山
芸
術
祭
」
の
一

環
で
、
10
月
24
日
、
長
坂
町

の
平
山
郁
夫
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

美
術
館
を
会
場
に
し
て
、
絹

糸
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽

器
「
ス
ト
リ
ン
グ
ラ
フ
ィ
」

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ

た
。

　

ス
ト
リ
ン
グ
ラ
フ
ィ
は
、

１
９
９
２
年
に
作
曲
家
の
水

嶋
一
江
さ
ん
に
よ
っ
て
考
案

さ
れ
た
楽
器
で
、
糸
電
話
の

原
理
を
応
用
し
て
お
り
、
ピ

ン
と
張
っ
た
最
長
19
㍍
の
絹

糸
の
一
本
一
本
に
音
階
を
つ

け
て
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
る

と
い
う
も
の
。

　

同
日
は
、
ス
ト
リ
ン
グ
ラ

フ
ィ
演
奏
家
の
鈴
木
モ
モ
さ

ん
と
音
楽
家
の
永
井
朋
生
さ

ん
が
演
奏
を
披
露
し
た
。
鈴

木
さ
ん
と
永
井
さ
ん
は
、
共

鳴
体
の
紙
コ
ッ
プ
を
絹
布

の
太
鼓
に
変
え
た
派
生
楽

器
「
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
の
開
発

も
手
が
け
て
お
り
、
ス
ト
リ

ン
グ
ラ
フ
ィ
と
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ

の
共
演
で
、
絹
糸
が
つ
む
ぐ

豊
か
な
音
色
を
会
場
に
響
か

せ
、
来
場
者
を
魅
了
し
た
。

　

富
士
山
芸
術
祭
は
、
山
梨

県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
県
内
各
地
の
歴

史
文
化
施
設
で
表
現
活
動
を

行
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
回
で

２
回
目
を
数
え
た
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
「
生
き
る
」
で
、

11
月
15
日
ま
で
、
絵
画
や
造

形
、
写
真
、
書
道
な
ど
、
約

50
人
の
芸
術
家
が
17
の
施
設

で
作
品
展
示
や
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
行
っ
て
い
る
。

　

市
内
で
は
、
同
美
術

館
で
石
田
泰
道
さ
ん
と

hellowakana

さ
ん
が
展
示

を
行
っ
た
ほ
か
、
須
玉
町
の

工
藤
耀
日
美
術
館
（
11
月
３

日
ま
で
）
と
高
根
町
の
ポ
ー

ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
記
念
館
（
11

月
15
日
ま
で
）
で
も
開
か
れ

て
い
る
。

　

武
田
氏
の
祖
先
と
い
わ
れ

る
「
甲
斐
源
氏
」
の
源
清
光

が
創
建
し
た
と
さ
れ
る
長
坂

町
の
清
光
寺
で
、
11
月
27

日
、
山
梨
県
立
博
物
館
の
守

屋
正
彦
館
長
を
迎
え
た
講
演

会
「
甲
斐
源
氏
、
武
田
氏
を

つ
く
る
～
源
清
光
」
が
開
か

れ
る
。

　

源
清
光
は
、
平
安
時
代
の

名
将
・
源
義
光
の
孫
で
、
父

の
義
清
と
と
も
に
常
陸
国
か

ら
甲
斐
国
に
移
り
住
み
、
や

が
て
甲
府
盆
地
一
帯
に
本
拠

を
築
い
て
甲
斐
源
氏
の
基
礎

を
固
め
た
人
物
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。

　

同
寺
檀
家
総
代
長
の
小
沢

龍
一
さ
ん
は
、「
山
梨
県
の

骨
格
を
形
成
し
た
甲
斐
源
氏

は
、
全
国
津
々
浦
々
に
守
護

大
名
と
し
て
配
置
さ
れ
、
鎌

倉
幕
府
の
誕
生
と
と
も
に
サ

ム
ラ
イ
文
化
が
誕
生
し
た
。

広
く
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
え

た
ら
」
と
話
し
て
い
る
。

　

午
後
１
時
受
け
付
け
開
始

で
、
参
加
費
は
無
料
。
詳
細

は
☎
32
・
２
２
６
３
ま
で
。

50
種
の
用
途
や
利
用
法
を
紹
介

昆虫が薬としてどのように使われてきたのか、標本と
パネル展示で紹介している

絹
糸
が
つ
む
ぐ
音
色

富
士
山
芸
術
祭 

各
地
で
開
催

源
清
光
の
歴
史

清
光
寺
で
講
演
会

ストリングラフィを演奏する
鈴木さんと永井さん

「
薬
に
た
つ
昆
虫
展
」

「
薬
に
た
つ
昆
虫
展
」

オオムラサキ
セ ン タ ー
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皆さんの声援が選手の励みになります。応援待っています。1区小淵沢小学校正門～大井ヶ森公民館……着10時10分頃
2区～はっぴいタウン大泉……………………着10時24分頃
3区～ＪＡ梨北八ヶ岳営農センター…………着10時34分頃
4区～高根総合支所……………………………着10時43分頃
5区～高根総合グラウンド・テニスコート…着10時52分頃
6区～県道箕輪須玉線三叉路…………………着11時2分頃
7区～須玉小学校………………………………着11時17分頃
8区～北杜市役所………………………………着11時27分頃※大会当日はコース周辺で一部交通規制を行います。ご理解とご協力をお願いします。主催：北杜市スポーツ協会

　

地
域
の
福
祉
活
動
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
高

根
町
に
あ
る
北
杜
市
社
会
福

祉
協
議
会
は
10
月
17
日
、「
北

杜
市
社
協
ま
つ
り
」
を
開
催

し
た
。
市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
む
団
体
の

表
彰
や
活
動
発
表
が
行
わ

れ
、
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ

わ
っ
た
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
北
杜
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
坂
本
正
輝
会
長
は
、「
少

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進

む
中
、
住
民
が
互
い
に
支
え

合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
な

に
よ
り
も
大
切
に
な
っ
て
い

る
。
市
民
の
交
流
と
絆
を
深

め
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
社
会
福
祉

施
設
に
お
け
る
勤
続
10
年
以

上
の
職
員
や
５
年
以
上
活
動

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

表
彰
を
行
っ
た
ほ
か
、
金
品

寄
付
団
体
へ
の
感
謝
状
を
贈

呈
。
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
テ
ー
マ
に
し
た
「
福
祉
ポ

ス
タ
ー
」
に
は
、市
内
の
小
・

中
学
生
３
９
６
人
か
ら
応
募

が
あ
り
、
最
優
秀
賞
と
優
秀

賞
の
計
８
人
を
表
彰
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
は
、
生
活
困

窮
者
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
、
障
が
い
者
世
帯
を
対
象

に
部
屋
の
片
付
け
や
庭
の
草

刈
り
と
い
っ
た
作
業
を
無
償

で
行
う
「
男
ボ
ラ
北
杜
」
の

活
動
発
表
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
慰
問
活
動
を
行
う
「
コ
コ

ペ
リ
」
の
サ
ッ
ク
ス
演
奏
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
福
祉
活
動
の
展
示
や
相
談

コ
ー
ナ
ー
、
子
育
て
広
場
が

設
け
ら
れ
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

も
並
ん
だ
。

　

部
活
動
に
励
む
高
校
生
を

応
援
し
よ
う
と
、
化
粧
品
の

研
究
開
発
な
ど
を
手
が
け
る

小
淵
沢
町
の
ア
ル
ソ
ア
慧
央

グ
ル
ー
プ
は
10
月
14
日
、
同

町
の
私
立
帝
京
第
三
高
等
学

校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
生
徒

約
30
人
を
対
象
に
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
と
ス
キ
ン
ケ
ア
を
学

ぶ
ア
ル
ソ
ア
・
Ｖ
Ｃ
山
梨「
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
＆
石
け
ん
洗
顔

教
室
」
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
ア
ル
ソ
ア

の
新
ミ
ュ
ー
ズ
に
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
女
子
日
本
代
表
の
佐

藤
淑
乃
さ
ん
が
就
任
し
た
こ

と
に
合
わ
せ
て
企
画
し
た
も

の
で
、
同
日
は
、
佐
藤
選
手

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
を
上
映

し
た
あ
と
、
ア
ル
ソ
ア
が
ス

ポ
ン
サ
ー
契
約
を
結
ん
で
い

る
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
「
Ｖ
Ｃ
山
梨
」
の
選
手
5

人
に
よ
る
バ
レ
ー
教
室
が
行

わ
れ
た
。

　

石
け
ん
洗
顔
教
室
で
は
、

ア
ル
ソ
ア
の
社
員
が
肌
の
仕

組
み
か
ら
正
し
い
ス
キ
ン
ケ

ア
の
重
要
性
、
洗
顔
の
方
法

を
説
明
し
、
同
社
の
固
形
石

け
ん
を
使
っ
て
、
キ
メ
が
細

か
く
、
弾
力
の
あ
る
泡
づ
く

り
に
挑
戦
し
た
り
、
肌
に
優

し
い
洗
い
方
を
学
ん
だ
。

　

参
加
し
た
同
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
キ
ャ
プ
テ
ン
の
郷

野
日
和
さ
ん
（
３
年
）
は
、

「
２
段
ト
ス
や
ボ
ー
ル
の
見

切
り
方
、
体
の
使
い
方
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
教
え
て
も

ら
い
、
部
活
後
の
洗
顔
の
重

要
性
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
。
実
践
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

■
あ
お
ぞ
ら
フ
ェ
ス
タ

　

白
州
町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
難
病

の
こ
ど
も
支
援
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
は
、11
月
15
日
に「
秋

の
あ
お
ぞ
ら
フ
ェ
ス
タ
」
を
予

定
し
て
い
る
。
午
前
６
時
か
ら

は
「
熱
気
球
搭
乗
体
験
」
を
予

定
し
、
８
時
30
分
か
ら
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
開
く
。
会
場
で
は
室

内
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
マ
ル
シ
ェ
、
消
防

車
両
展
示
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
35
・
９

１
１
１
ま
で
。

■
北
杜
市
文
化
祭

　

11
月
７
、
８
日
に
須
玉
ふ
れ

あ
い
館
を
会
場
に
し
て
「
第
20

回
北
杜
市
文
化
祭
」
が
開
か
れ

る
。
絵
画
や
書
、
写
真
、
手
芸

な
ど
の
展
示
の
ほ
か
、
日
本
舞

踊
や
ダ
ン
ス
、
合
唱
が
発
表
さ

れ
る
。
詳
し
く
は
☎
42
・
１
４

０
５
ま
で
。

■
ス
イ
ー
ツ
マ
ル
シ
ェ

　

須
玉
町
の
遠
照
寺
で
、
11
月

１
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

ま
で
、「
遠
照
寺
ス
イ
ー
ツ
マ

ル
シ
ェ
」
が
開
か
れ
る
。
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
マ
リ
ワ
さ
ん

と
住
職
で
企
画
し
た「
お
守
り
」

４
種
を
披
露
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
ほ
か
、
秋
の
味
覚
が
楽
し

め
る
店
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な

ど
、
26
店
舗
が
参
加
す
る
。
問

い
合
わ
せ
は
☎
０
８
０
‐
５
０

６
２
‐
１
８
６
８
（
内
藤
）
ま

で
。

■
そ
ば
と
温
泉
巡
り

　

北
杜
市
と
長
野
県
富
士
見

町
、
原
村
エ
リ
ア
が
参
加
し
て

新
そ
ば
を
楽
し
む
「
そ
ば
と
温

泉
巡
り
」（
同
実
行
委
員
会
の

主
催
）
が
、
２
０
２
７
年
３
月

31
日
ま
で
開
か
れ
て
い
る
。
詳

細
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

■
森
の
ア
ト
リ
エ
仲
間
展

　

八
ヶ
岳
や
南
ア
ル
プ
ス
、
富

士
山
な
ど
、
四
季
の
景
色
を
描

い
て
い
る
20
人
の
作
品
を
紹
介

す
る
「
ス
ケ
ッ
チ
淡
彩
画
＋
油

彩
画
『
森
の
ア
ト
リ
エ
仲
間

展
』」
が
、
11
月
５
日
〜
９
日

ま
で
、
長
坂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
前
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
き
ら
ら
シ
テ
ィ
で
開
か
れ

る
。
入
場
は
無
料
。
問
い
合
わ

せ
☎
０
８
０
‐
９
０
８
５
‐
６

３
３
３
（
安
田
）
ま
で
。

■
古
本
交
換
市

　

小
淵
沢
町
の
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
こ
ぶ
ち
さ
わ
を
会
場
に
し

て
、
11
月
29
日
に
「
古
本
交
換

市
こ
ぶ
ち
さ
わ
（
秋
）」
が
開

か
れ
る
。
読
書
文
化
を
広
め
る

活
動
で
、
本
の
交
換
を
通
じ
た

交
流
を
図
る
。
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
２
時
ま
で
。
問
い
合
わ

せ
は
☎
０
７
０
‐
４
３
３
２
‐

１
５
８
０
（
佐
藤
）
ま
で
。

■
公
開
研
修
会

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
在
宅
ホ
ス
ピ
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
き
ぼ
う
で
は
、

11
月
28
日
に
「
八
ヶ
岳
で
最
期

ま
で
〜
『
老
い
と
死
』
を
こ
の

地
で
迎
え
る
た
め
の
知
恵
〜
」

と
題
し
た
公
開
研
修
会
を
長
坂

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
開
く
。
講
師
は
医
師
の
川

越
厚
氏
。参
加
無
料
で
要
予
約
。

午
後
１
時
30
分
開
会
。
申
し
込

み
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

■
詩
と
版
画
展

　

長
野
県
富
士
見
町
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ツ
イ
ン
バ
ー
ド
で
は
、
11

月
29
日
ま
で
「
詩
と
版
画
展
」

を
開
い
て
い
る
。
開
廊
日
は
金

曜
〜
日
曜
日
の
午
前
11
時
〜
午

後
５
時
ま
で
。
問
い
合
わ
せ
は

☎
０
９
０
‐
１
９
８
９
‐
１
６

８
２
（
藤
田
）
ま
で
。

■
秋
の
文
化
祭

　

長
坂
町
の
た
ん
ぽ
ぽ
食
堂

で
、
11
月
27
日
、
28
日
に
「
第

３
回
つ
な
が
る
秋
の
文
化
祭
」

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
繕
い
物

倶
楽
部
や
ク
ラ
フ
ト
カ
フ
ェ
、

ク
レ
ッ
シ
ェ
の
刺
し
ゅ
う
、

ウ
ォ
ル
ド
ル
フ
人
形
な
ど
手
仕

事
作
品
を
紹
介
す
る
。
入
場
は

無
料
で
午
前
11
時
30
分
開
会
。

問
い
合
わ
せ
は
☎
45
・
６
８
９

０
ま
で
。

■
感
謝
祭
×
地
域
食
堂

　

11
月
15
日
に
、
長
坂
町
の
た

ん
ぽ
ぽ
食
堂
で
「
感
謝
祭
×
地

域
食
堂
〜
た
ん
ぽ
ぽ
芋
煮
会
を

し
よ
う
！
」
が
開
か
れ
る
。
お

に
ぎ
り
や
み
そ
田
楽
、
五
平
餅

な
ど
を
用
意
す
る
。
参
加
費
は

２
０
０
円
（
マ
イ
皿
、マ
イ
箸
、

マ
イ
カ
ッ
プ
持
参
）。
午
前
10

時
〜
午
後
２
時
ま
で
。
問
い
合

わ
せ
は
☎
45
・
６
８
９
０
ま
で
。

■
リ
シ
プ
ロ
カ
ル
展

　

須
玉
町
の
津
金
学
校
で
、
11

月
８
日
ま
で
「
秋
の
リ
シ
プ
ロ

カ
ル
展
」
が
開
か
れ
て
い
る
。

イ
ラ
ス
ト
や
布
団
生
地
綿
ア
ー

ト
、松
ぼ
っ
く
り
ア
ー
ト
な
ど
。

問
い
合
わ
せ
は
☎
20
・
７
１
０

０
ま
で
。

■
コ
ー
ヒ
ー
フ
ェ
ス

　

長
野
県
野
辺
山
の
国
立
天
文

台
野
辺
山
宇
宙
電
波
観
測
所

で
、
11
月
14
日
、
15
日
に
「
長

野
コ
ー
ヒ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
２
６
in
野
辺
山
」
が
開

か
れ
る
。
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
ま
で
。
詳
し
く
は
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
。

★
ス
ペ
イ
ン
音
楽

　

12
月
６
日
、
高
根
町
の
八
ヶ

岳
や
ま
び
こ
ホ
ー
ル
で
「
─
サ

グ
ラ
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ア
に
響
け
─

平
和
の
祈
り
ス
ペ
イ
ン
音
楽
」

が
開
か
れ
る
。
出
演
は
鈴
木
羊

子
（
ピ
ア
ノ
）、
広
瀬
か
お
り

（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
ジ
ュ
ピ
タ
ー
合

唱
団
。
入
場
料
は
２
５
０
０
円

（
ペ
ア
券
４
０
０
０
円
）。
午
後

１
時
30
分
開
場
。
チ
ケ
ッ
ト
は

八
ヶ
岳
や
ま
び
こ
ホ
ー
ル
な
ど

で
扱
っ
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ

は
☎
０
９
０
‐
６
８
９
３
‐
３

３
５
５
ま
で
。

■
自
然
観
察
会

　

八
ヶ
岳
野
鳥
ク
ラ
ブ
で
は
、

11
月
13
日
に
「
第
５
回
自
然
観

察
会
長
坂
周
辺
」
を
開
く
。
長

坂
総
合
支
所
駐
車
場
に
午
前
９

時
集
合
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
０

８
０
‐
６
５
３
８
‐
２
２
２
４

（
竹
内
）
ま
で
。

■
シ
ク
ラ
メ
ン
販
売

　

県
立
北
杜
高
等
学
校
で
は
、

11
月
２
日
か
ら
「
秋
の
シ
ク
ラ

メ
ン
と
花
壇
苗
の
販
売
」
を
開

始
す
る
。
午
前
９
時
〜
午
後
３

時
ま
で
。
会
場
は
北
杜
高
校
農

場
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
０
９
０

‐
４
０
２
９
‐
１
４
９
５
（
小

野
）
ま
で
。

■
己
書
受
講
者
募
集

　

日
本
己
書
茶
夢
道
場
の
樋
口

さ
ゆ
り
代
表
は
、
サ
サ
キ
ニ
コ

リ
や
甲
府
市
な
ど
で
己
書
の
講

習
会
を
毎
月
開
い
て
お
り
、
参

加
者
を
募
っ
て
い
る
。
受
講
料

は
２
２
０
０
円
（
初
回
１
１
０

０
円
）
で
、
手
ぶ
ら
で
の
参
加

可
。
問
い
合
わ
せ
は
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
。

★
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　

山
梨
英
和
中
学
校
・
高
等
学

校
の
グ
リ
ン
バ
ン
ク
チ
ャ
ペ
ル

で
、
11
月
７
日
に
「
創
立
１

４
０
周
年
記
念
オ
ル
ガ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
開
か
れ
る
。
入

場
は
無
料
で
午
後
１
時
30
分
開

場
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
０
５
５

‐
２
５
２
‐
６
１
８
７
ま
で
。

■
秋
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

　

11
月
１
日
に
Ｊ
Ｒ
清
里
駅
前

で
、「
Ｃ
56
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
開
か
れ
る
。

午
前
10
時
か
ら
Ｃ
56
の
清
掃
活

動
、写
真
展
示
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。
問

い
合
わ
せ
は
☎
20
・
８
０
０
０

ま
で
。

★
ア
ド
ベ
ン
ト
の
音
楽

　

11
月
28
日
、
合
唱
団
「
甲

府
コ
レ
ギ
ウ
ム
・
ア
ウ
レ
ウ

ム
」
に
よ
る
「
ア
ド
ベ
ン
ト
の

音
楽
〜
バ
ッ
ハ
＆
ヘ
ン
デ
ル

〜
」
が
、
高
根
町
の
八
ヶ
岳
や

ま
び
こ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。

入
場
料
は
４
９
９
円
（
小
学
生

以
下
無
料
）
で
午
後
１
時
30
分

開
場
。
問
い
合
わ
せ
は
メ
ー
ル

k.abe.6484@icloud.com

ま

で
。

◆
表
彰
の
結
果

◇
北
杜
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

▼
民
間
社
会
福
祉
施
設
役
職

員　
【
社
会
福
祉
法
人
愛
寿

会
】
植
松
雄
樹
、堀
内
政
輝
、

斉
藤
綾
、
小
池
明
子

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体

　

男
ボ
ラ
北
杜

◇
北
杜
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
感
謝
状

▼
金
品
寄
付
団
体　

真
如
苑

長
坂
記
念
館
、
長
坂
親
睦
ゴ

ル
フ
大
会
実
行
委
員
会

◇
福
祉
ポ
ス
タ
ー
表
彰

▼
小
学
生
の
部
▽
最
優
秀
賞

　

奥
田
匠（
小
淵
沢
小
４
年
）

▽
優
秀
賞　

小
沢
晴
仁
（
長

坂
小
４
年
）、
堤
萌
（
同
）、

鳥
居
琳
（
武
川
小
４
年
）

▼
中
学
生
の
部
▽
最
優
秀
賞

　

浅
川
実
穏（
高
根
中
１
年
）

▽
優
秀
賞　

中
山
一
葉
（
長

坂
中
１
年
）、千
野
琉
花
（
泉

中
１
年
）、
牛
久
綾
乃
（
小

淵
沢
中
１
年
）

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
環

境
保
全
の
取
り
組
み
を
楽
し

く
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
北

杜
市
と
北
杜
市
地
球
温
暖
化

対
策
地
域
協
議
会
（
グ
リ
ー

ン
北
杜
）
は
11
月
14
日
、「
第

17
回
北
杜
市
子
ど
も
環
境

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
６
〜
次
世

代
の
杜
へ
〜
」
を
北
杜
市
高

根
体
育
館
で
開
催
す
る
。

　

今
年
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

り
組
み
を
推
進
す
る
市
内
外

の
24
団
体
が
参
加
し
て
、
太

陽
電
池
づ
く
り
や
シ
カ
の
角

を
使
っ
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く

り
、
名
水
の
飲
み
比
べ
、
水

素
・
燃
料
電
池
ラ
ジ
コ
ン

カ
ー
の
乗
車
体
験
な
ど
を
提

供
す
る
。

　

ま
た
、
自
然
環
境
に
関
す

る
研
究
発
表
会
を
新
た
に
設

け
、
川
の
水
質
や
生
き
物
調

査
を
行
っ
て
い
る
市
立
高
根

東
小
学
校
や
日
照
時
間
の
記

録
を
続
け
て
い
る
同
明
野
中

学
校
の
ほ
か
、
市
立
甲
陵
高

等
学
校
Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
班
、
私

立
帝
京
第
三
高
等
学
校
科
学

部
な
ど
の
生
徒
た
ち
が
登
壇

す
る
。

　

そ
の
ほ
か
、「
華
風
舞
姫
」

に
よ
る
よ
さ
こ
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
「
明
野
少
年
少
女

合
唱
団
」
の
合
唱
披
露
な
ど

が
予
定
さ
れ
、
飲
食
の
出
店

や
消
防
車
、
パ
ト
カ
ー
の
乗

車
体
験
も
行
わ
れ
る
。

　

グ
リ
ー
ン
北
杜
の
篠
原
充

会
長
は
、「
今
年
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
用
意
し
て
い

る
ほ
か
、
小
学
生
か
ら
中
高

生
ま
で
幅
広
い
活
動
を
紹
介

す
る
研
究
発
表
会
も
あ
る
の

で
、
よ
り
多
く
の
人
に
参
加

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い

る
。

　

午
前
９
時
50
分
開
会
。
問

い
合
わ
せ
は
☎
42
・
１
３
４

１
ま
で
。

福祉ポスター表彰で、北杜市社会福祉協議会の
坂本会長から表彰状を受け取る子どもたち

北杜市社協まつり

福祉活動を表彰
部
活
動
と
ス
キ
ン
ケ
ア

ア
ル
ソ
ア
が
高
校
生
応
援
企
画

アルソアの社員から洗顔の泡立て方を
学ぶ高校生たち

環
境
フ
ェ
ス
タ

14
日
に
開
催

楽
し
く
学
ぼ
う

https://mail-to.link/m9/3cr5vgw
https://www.instagram.com/nagano.coffee.festival/?hl=ja
https://www.instagram.com/chamu_sayuri?utm_source=qr
https://yatsugatake-ga.com/soba-onsen/
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ご逝去先から直接安置可能な

　　　霊安室３室完備

北杜市高根町東井出４９８６−１３７８
院長：奥津 光一朗

【診療内容】
　歯科一般・小児歯科
　口腔外科

【休診日】　月・金・祝日
【診察時間】（日曜は14:00まで）
　　　9:00〜12:30
　　 14:00〜17:30

お気軽にご相談下さい⇒☎ 0551-46-1101

★土・日曜日 診療しております。

大泉町石堂交差点近く

2026年12月4日㈮

問い合わせ　アルソア女神の森シンフォニアガーデン
　　　　　　　　　　☎0551-36-5000

開場16:00
開演17:00

入　場　料  前 売 8,000円（税込）
【全席自由席】  当 日 9,000円（税込）

主催：企画制作：NHKエンタープライズ

古澤 巖 ベルリン・フィルハーモニック
ストリングス

～愛のクリスマス～2026
×

会場：アルソア女神の森シンフォニアガーデン 招福ホール陽陽

〈イベントHP〉

（平日 9:00～17:00）

　

高
根
町
の
清
泉
寮
前
広
場

で
10
月
17
～
18
日
、
秋
の
収

穫
に
感
謝
す
る
「
ポ
ー
ル
・

ラ
ッ
シ
ュ
祭
～
八
ヶ
岳
カ
ン

テ
ィ
フ
ェ
ア
～
」
が
開
か
れ

た
。
今
年
は
来
場
者
参
加
型

の
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
多
く
企
画
さ
れ
、
会
場

が
一
体
と
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
た
。

　

清
泉
寮
を
運
営
す
る
キ
ー

プ
協
会
や
北
杜
市
な
ど
５
者

で
構
成
す
る
同
祭
り
実
行
委

員
会
が
主
催
す
る
も
の
で
、

今
年
は
、
地
元
の
食
材
を

使
っ
た
飲
食
や
ク
ラ
フ
ト
作

品
、農
産
物
の
販
売
の
ほ
か
、

国
際
交
流
な
ど
に
関
す
る
45

の
ブ
ー
ス
が
並
ん
だ
。

　

17
日
は
、
伝
統
的
な
日
本

の
民
謡
踊
り
と
洋
楽
の
ロ
ッ

ク
が
融
合
し
た
話
題
の
盆
踊

り
ス
タ
イ
ル「
盆
ジ
ョ
ヴ
ィ
」

が
初
め
て
行
わ
れ
た
。
日
本

民
謡
協
会
教
授
の
鳳
蝶
美
成

さ
ん
と
Ｄ
Ｊ
セ
リ
ー
さ
ん
が

登
壇
し
、「
国
境
や
世
代
を

超
え
て
一
緒
に
踊
り
ま
し
ょ

う
」と
、日
本
の
民
謡
や
ポ
ッ

プ
ス
、
米
国
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド

の
ボ
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ィ
の
楽
曲

を
流
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
多
く
の
人
が
踊
り
な
が

ら
楽
し
ん
で
い
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
清
里
の
開
拓

に
貢
献
し
た
米
国
デ
ィ
ア
＆

カ
ン
パ
ニ
ー
社
の
ジ
ョ
ン

デ
ィ
ア
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る

パ
レ
ー
ド
や
「
清
里
開
拓
の

父
」
と
呼
ば
れ
る
ポ
ー
ル
・

ラ
ッ
シ
ュ
博
士
の
医
療
ケ
ア

を
担
当
し
た
経
験
を
持
つ
、

聖
路
加
国
際
大
学
学
長
の
堀

内
成
子
さ
ん
を
迎
え
た
特
別

講
演
「
日
本
を
愛
し
た
生
涯

─
ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
に
学

ぶ
：
人
々
に
模
範
を
示
す
」

な
ど
が
行
わ
れ
、
清
里
の
歴

史
や
文
化
、
暮
ら
し
に
触
れ

る
２
日
間
と
な
っ
た
。

　

同
カ
ン
テ
ィ
フ
ェ
ア
は
、

昨
年
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
６
年

ぶ
り
に
再
開
し
た
。
キ
ー
プ

協
会
の
担
当
者
は
、「
持
続

可
能
な
取
り
組
み
に
す
る
た

め
、
今
年
は
よ
り
多
く
の

　

明
野
町
下
神
取
の
築

１
６
０
年
の
古
民
家
を
活
用

し
、今
年
９
月
に
カ
フ
ェ「
天

狼
座
（
て
ん
ろ
う
ざ
）」
を

オ
ー
プ
ン
し
た
若
林
正
樹
さ

ん
（
54
）
は
、
明
野
で
育
っ

た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
「
あ
け
の

金
時
」
や
「
紅
は
る
か
」、「
シ

ル
ク
ス
イ
ー
ト
」
を
使
っ
た

ス
イ
ー
ツ
や
カ
レ
ー
を
提
供

し
て
い
る
。

　

若
林
さ
ん
に
よ
る
と
、

茅
ヶ
岳
の
麓
の
火
山
灰
土
で

育
っ
た
明
野
の
サ
ツ
マ
イ
モ

は
、
キ
メ
が
細
か
く
、
ま
ろ

や
か
な
甘
さ
が
特
徴
。
遠
赤

外
線
の
低
温
で
１
時
間
半
ほ

ど
じ
っ
く
り
火
を
通
す
こ
と

で
、
羊
か
ん
の
よ
う
な
な
め

ら
か
で
ね
っ
と
り
と
し
た
舌

触
り
に
仕
上
が
る
と
い
う
。

　

焼
き
芋
に
カ
ス
タ
ー
ド
ク

リ
ー
ム
を
乗
せ
、
表
面
に
砂

糖
を
か
け
て
香
ば
し
く
炙
っ

た
「
ヤ
キ
イ
モ
ブ
リ
ュ
レ
」

（
税
込
６
０
０
円
）
が
人
気

で
、
宮
古
島
の
雪
塩
を
ア
ク

セ
ン
ト
に
添
え
て
お
り
、
パ

リ
ッ
と
し
た
食
感
や
焼
き
芋

と
ク
リ
ー
ム
の
な
め
ら
か
な

甘
味
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
楽
し

め
る
。

　

ま
た
、
ブ
ラ
ッ
ク
カ
カ
オ

を
使
っ
た
コ
ク
深
い
カ
レ
ー

に
ホ
ク
ホ
ク
の
大
学
芋
を

乗
せ
た
「
大
学
芋
カ
レ
ー
」

（
１
２
０
０
円
）
の
ほ
か
、

名
物
の
ハ
ム
エ
ッ
グ
カ
ツ
と

い
っ
た
洋
食
も
提
供
す
る
。

　

若
林
さ
ん
は
、
以
前
甲
州

市
で
洋
食
屋
を
営
ん
で
い
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
の
影
響

で
閉
店
。
４
年
ほ
ど
前
に
焼

き
芋
の
販
売
を
手
伝
っ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
規
格
外

サ
ツ
マ
イ
モ
の
活
用
方
法
を

模
索
す
る
よ
う
に
な
り
、
小

さ
く
て
丸
い
も
の
を
安
く
仕

入
れ
て
手
頃
な
価
格
で
販
売

　

骨
董
や
ク
ラ
フ
ト
、
盆

栽
、
農
産
物
が
一
堂
に
集

う
「
台
ヶ
原
宿
市
」
が
、
11

月
16
～
18
日
ま
で
、
白
州
町

台
ヶ
原
で
開
催
さ
れ
た
。
新

旧
一
点
物
と
の
出
合
い
を
求

め
、
３
日
間
で
延
べ
約
５
万

人
が
訪
れ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
江
戸

時
代
に
甲
州
街
道
の
宿
場

町
と
し
て
栄
え
た
台
ヶ
原

地
区
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、

２
０
０
３
年
に
地
域
住
民
が

中
心
と
な
っ
て
始
め
た
も
の

で
、
今
年
で
24
回
目
を
数
え

た
。

　

北
は
秋
田
県
、
南
は
福
岡

県
な
ど
全
国
か
ら
３
１
０
の

出
店
者
が
軒
を
連
ね
、
和
洋

の
古
美
術
品
や
古
道
具
の
骨

董
を
は
じ
め
、
陶
器
、
木
工
、

ガ
ラ
ス
、
漆
、
染
物
と
い
っ

　

北
杜
９
条
連
絡
会
で
は
、

10
月
11
日
に
「
憲
兵
だ
っ
た

父
の
お
詫
び
を
中
国
へ
〜
今

こ
そ
平
和
を
守
り
た
い
」
と

題
し
た
講
演
会
が
須
玉
ふ
れ

あ
い
館
で
開
か
れ
、
約
50
人

が
耳
を
傾
け
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
憲
兵

だ
っ
た
父
親
が
、
自
ら
の
反

省
を
墓
石
に
刻
ん
で
欲
し
い

と
遺
言
し
た
こ
と
で
、
娘
で

講
師
の
倉
橋
綾
子
さ
ん
が
悩

み
、
行
動
し
た
出
来
事
を
紹

介
す
る
も
の
で
、「
父
は
何

を
詫
び
て
い
る
の
か
」
と
行

動
し
た
出
来
事
が
語
ら
れ

た
。（
写
真
）

　

ま
た
、
２
０
０
０
年
に
中

国
に
渡
っ
た
倉
橋
さ
ん
は
、

南
京
の
虐
殺
記
念
館
、
北
京

の
抗
日
戦
争
記
念
館
の
こ
と

や
父
が
い
た
と
い
う
石
門
子

村
を
訪
ね
、
３
人
の
慰
安
婦

に
会
っ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介

し
、「
父
の
遺
言
を
40
年
抱

え
て
き
た
が
、
い
ま
だ
に
近

隣
諸
国
に
真
の
謝
罪
が
で
き

て
い
な
い
」
と
語
っ
た
。

下
、
中
学
Ａ
級
、
中
学
Ｂ
級

の
８
部
門
で
、
予
選
リ
ー
グ

や
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
選
手
た
ち
は
強
い
回

転
を
か
け
た
サ
ー
ブ
や
鋭
い

ス
マ
ッ
シ
ュ
な
ど
、
白
熱
し

た
ラ
リ
ー
を
展
開
し
た
。

　

山
梨
県
卓
球
協
会
の
会
長

で
、
白
州
町
卓
球
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
発
起
人
の
山
田
か

づ
き
さ
ん
は
、「
長
年
の
積

み
重
ね
で
卓
球
文
化
が
地
域

に
根
付
い
て
き
た
。（
同
大

会
経
験
者
の
）
子
ど
も
た
ち

が
成
長
し
、
今
で
は
指
導
者

や
大
会
の
実
行
委
員
に
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
継
続
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

始
ま
っ
た
も
の
で
、
今
年
で

30
回
目
を
数
え
た
。

　

試
合
は
、
男
女
別
の
小
学

４
年
生
以
下
、
６
年
生
以

　

白
州
町
の
北
杜
市
白
州
体

育
館
で
10
月
18
日
、「
白
州

町
名
水
卓
球
大
会
」（
同
卓

球
大
会
実
行
委
員
会
、
白
州

町
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

主
催
）
が
開
か
れ
た
。
県
内

の
園
児
や
小
・
中
学
生
の
１

９
６
人
が
参
加
し
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。（
写
真
）

　

こ
の
大
会
は
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
が
卓
球
に
親
し
め

る
環
境
を
つ
く
ろ
う
と
、
白

州
町
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
設
立
15
周
年
に
合
わ
せ
て

若
者
に
協
力
し
て
も
ら
っ

た
。今
度
も
活
動
を
継
続
し
、

ポ
ー
ル
・
ラ
ッ
シ
ュ
博
士
の

精
神
を
引
き
継
い
で
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

た
ク
ラ
フ
ト
作
品
、
花
卉
や

盆
栽
、
地
元
の
農
産
物
を
販

売
し
た
。

　

ま
た
、
18
日
に
は
、
田
中

荒
尾
神
社
で
台
ヶ
原
地
区
に

伝
わ
る
「
虎
頭
の
舞
」
が
披

露
さ
れ
た
。獅
子
で
は
な
く
、

す
る
焼
き
芋
専
門
店
を
韮
崎

市
で
手
が
け
る
な
ど
、
サ
ツ

マ
イ
モ
の
魅
力
を
伝
え
る
活

動
に
力
を
入
れ
て
き
た
と
い

う
。

　

カ
フ
ェ
の
営
業
日
は
金
曜

〜
月
曜
の
午
前
11
時
30
分
〜

午
後
４
時
。
問
い
合
わ
せ
は

☎
０
９
０
‐
６
５
３
２
‐

４
３
５
６
ま
で
。

虎
が
舞
う
文
化
は
山
梨
県
内

で
は
唯
一
で
、
同
保
存
会
の

メ
ン
バ
ー
が
、
笛
や
太
鼓
の

演
奏
に
合
わ
せ
て「
本
調
子
」

や
「
寝
起
き
」
と
い
っ
た
４

演
目
を
勇
壮
に
舞
い
、
観
客

を
魅
了
し
た
。

ポ
ー
ル・ラ
ッ
シ
ュ
祭
開
催

「
盆
ジ
ョ
ヴ
ィ
」で
会
場
が
一
体
に

ポール・ラッシュ祭で初めて開催された「盆ジョヴィ」
を楽しむ参加者たち

名
水
卓
球
大
会

白
熱
ラ
リ
ー

１
９
６
人
が
参
加

焼き芋の上にカスタードクリームが乗った
「ヤキイモブリュレ」

「
ま
ろ
や
か
な
甘
さ
」

明
野
産
サ
ツ
マ
イ
モ
の
魅
力

台
ヶ
原
宿
市
に
ぎ
わ
う

３
１
０
の
出
店
、虎
頭
の
舞
披
露

田中荒尾神社で虎頭の舞が披露され、
多くの観客が集まった

９
条
講
演
会

「
憲
兵
だ
っ
た
父
」

倉
橋
さ
ん
を
迎
え
る

https://www.petkasou-yamanashi.com
https://event.megaminomori.com/?post_type=event&p=234&preview=true
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清
里
の
森
前
か
ら
八
ヶ
岳

高
原
ラ
イ
ン
を
走
り
、
小
荒

間
交
差
点
で
折
り
返
し
て
清

里
の
森
で
ゴ
ー
ル
す
る
全
長

21
・
０
９
７
５
㌔
の
八
ヶ

岳
高
原
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

が
、10
月
25
日
に
開
催
さ
れ
、

１
０
０
０
人
以
上
が
参
加

し
、
紅
葉
が
広
が
る
秋
の
高

原
を
走
っ
て
汗
を
流
し
た
。

　

こ
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

は
、
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
も

の
で
、
ハ
ー
フ
や
10
㌔
・
５

㌔
コ
ー
ス
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ー
ス
の
４
つ
の
コ
ー
ス
が

用
意
さ
れ
、
ま
た
、
今
回
は
、

山
梨
学
院
高
等
学
校
駅
伝
部

の
生
徒
も
参
加
し
た
。

　

当
日
は
台
風
の
影
響
も
あ

り
、
ど
ん
よ
り
と
し
た
空
模

様
で
霧
が
広
が
っ
て
い
た

が
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
会
場
で

は
甲
斐
の
国
小
粋
に
よ
る
よ

さ
こ
い
や
高
根
ふ
る
さ
と
太

鼓
保
存
会
に
よ
る
太
鼓
の
演

奏
で
、
イ
ベ
ン
ト
の
ム
ー
ド

を
盛
り
上
げ
た
。

　

開
会
式
で
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
同
実
行
委
員
会
の
浅

川
力
三
会
長
は
、
八
ヶ
岳
高

原
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
実
行
で

き
る
こ
と
に
感
謝
し
、「
紅

葉
も
非
常
に
き
れ
い
で
す
。

今
日
１
日
北
杜
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　

選
手
宣
誓
に
は
、
輿
水
順

彦
選
手
（
高
根
町
）
が
立
ち
、

「
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
大
変
厳

し
い
こ
の
コ
ー
ス
。
元
気
よ

く
楽
し
く
、
再
び
こ
の
ゴ
ー

ル
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
」
と
宣
言
し
、
午
前

９
時
に
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の

号
砲
が
響
い
た
。

　

障
害
の
あ
る
な
し
に
関
わ

ら
ず
、
手
話
通
訳
や
音
声
ガ

イ
ド
、
字
幕
な
ど
の
工
夫
に

よ
っ
て
上
演
さ
れ
る
バ
リ
ア

フ
リ
ー
演
劇
祭
「
ヘ
レ
ン
・

ケ
ラ
ー
〜
ひ
び
き
合
う
も
の

た
ち
」
が
、
10
月
25
日
、
日

野
春
学
舎
（
旧
日
野
春
小
学

校
）
で
行
わ
れ
、
来
場
者
も

一
緒
に
な
っ
て
演
劇
を
楽
し

ん
で
い
た
。

　

開
会
前
の
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
同
演
劇
祭
実
行
委
員

会
の
小
松
亮
太
実
行
委
員
長

は
「
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
数

年
間
を
見
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
少
し
で
も
何
か
持
っ
て

帰
っ
て
い
た
だ
い
て
、
明
日

か
ら
の
日
常
が
、
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
少
し
で
も
温
か
く

な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
紹
介

し
た
。

　

こ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
演
劇

祭
は
、東
京
演
劇
集
団
「
風
」

を
迎
え
た
公
演
で
、「
見
え

な
い
、
聞
こ
え
な
い
、
話
せ

な
い
」の
三
重
苦
の
ヘ
レ
ン
・

ケ
ラ
ー
が
、
新
米
教
師
と
ぶ

つ
か
り
合
い
な
が
ら
成
長
す

る
物
語
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

当
日
は
、
公
開
リ
ハ
ー
サ

ル
が
行
わ
れ
、
音
声
ガ
イ
ド

や
手
話
通
訳
な
ど
が
あ
る
こ

と
、
舞
台
が
ど
ん
な
広
さ

で
、
ど
ん
な
仕
掛
け
が
あ
る

か
の
ほ
か
、
出
演
者
が
登
場

し
、「
皆
さ
ん
に
も
応
援
者
、

出
演
者
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
、
来
場
者
も
一
緒
に

な
っ
て
参
加
で
き
る
よ
う
に

声
を
出
す
練
習
を
し
た
。

　

公
演
で
は
、
新
米
教
師
の

ア
ニ
ー
・
サ
リ
バ
ン
の
生
い

立
ち
や
ア
ニ
ー
と
ヘ
レ
ン
・

ケ
ラ
ー
の
出
会
い
、
体
で
ぶ

つ
か
り
合
い
な
が
ら
意
思
疎

通
を
図
ろ
う
と
す
る
２
人
の

迫
真
の
演
技
が
披
露
さ
れ
、

惜
し
み
な
い
拍
手
が
贈
ら
れ

た
。

　

須
玉
町
の
遠
照
寺
横
に
植

え
て
あ
る
コ
キ
ア
を
使
っ

た
「
ホ
ウ
キ
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
が
10
月
18
日
に

開
か
れ
、
参
加
者
12
人
が
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
ホ
ウ
キ
づ
く

り
に
挑
戦
し
た
。

　

コ
キ
ア
の
育
成
は

２
０
２
１
年
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
季
節
に
よ
っ

て
緑
色
か
ら
赤
色
へ
と
変
化

す
る
様
と
鶴
亀
の
松
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
企
画
さ
れ

た
。
秋
に
は
ホ
ウ
キ
づ
く
り

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い

て
い
る
。

　

当
日
は
、
参
加
者
が
コ
キ

ア
の
畑
に
入
り
、
ホ
ウ
キ
づ

く
り
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
う
コ

キ
ア
を
自
由
に
選
び
、
根
元

か
ら
引
き
抜
い
て
ホ
ウ
キ
づ

く
り
を
開
始
。
広
が
っ
て
い

る
枝
を
整
え
、
麻
ひ
も
で
固

く
し
ば
っ
て
ホ
ウ
キ
を
仕
上

げ
た
。（
写
真
）

　

甲
州
市
か
ら
訪
れ
た
曽
根

美
佐
恵
さ
ん
親
子
は
、
２
年

前
に
も
コ
キ
ア
の
ホ
ウ
キ

を
つ
く
り
、
使
い

や
す
か
っ
た
こ
と

か
ら
娘
の
真
奈
香

さ
ん
と
一
緒
に
参

加
。「
車
庫
の
掃

除
や
玄
関
の
掃
除

に
使
い
た
い
」
と

話
す
。

　

愛
知
県
か
ら
参

加
し
た
花
本
大

祐
・
和
子
さ
ん
夫

妻
は
、
北
杜
市
を

訪
れ
た
と
き
に
コ

キ
ア
を
見
つ
け
、
ホ
ウ
キ
づ

く
り
の
話
を
聞
い
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
し
て
参
加
。「
畑

に
入
っ
て
ど
れ
に
し
よ
う
か

選
ぶ
の
が
楽
し
か
っ
た
」（
和

子
さ
ん
）
と
話
し
、
車
と
玄

関
用
に
ホ
ウ
キ
を
仕
上
げ
た

と
い
う
。
ま
た
、
市
内
か
ら

参
加
し
た
平
出
は
る
代
さ
ん

は
、「（
コ
キ
ア
の
ホ
ウ
キ
は
）

コ
ケ
の
と
こ
ろ
の
落
ち
葉
が

き
れ
い
に
掃
け
る
」
と
話
し

た
。

し
た
多
様
な
風
景
や
歴
史
、

営
み
を
記
録
し
て
伝
え
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
日
本
集
落
図

鑑
」
に
取
り
組
む
藤
井
健
之

さ
ん
や
安
田
洋
平
さ
ん
が

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
、
集

落
の
成
り
立
ち
や
特
徴
、
多

様
性
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
一

つ
の
集
落
は
一
つ
の
宇
宙
と

も
言
え
る
」
な
ど
と
、
奥
深

さ
を
語
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
ハ
ン
デ
ィ
ス

キ
ャ
ナ
を
持
っ
て
地
域
を
散

策
し
、
ま
ち
を
ス
キ
ャ
ニ
ン

グ
す
る
路
上
表
現
イ
ベ
ン
ト

や
ガ
ス
ボ
ン
で
創
作
活
動
に

取
り
組
む
英
国
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

も
行
わ
れ
、
地
元
の
農
家
も

「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
」
と
し
て

参
加
し
て
野
菜
や
飲
食
を
提

供
す
る
な
ど
、
自
由
に
表
現

を
楽
し
む
場
と
し
て
多
く
の

人
出
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

ト
ブ
ッ
ク
や
Ｚ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
自

主
制
作
の
小
冊
子
）
を
販
売

し
、
多
様
な
表
現
活
動
を
一

堂
に
紹
介
し
た
。

　

八
ヶ
岳
ア
ー
ト
ブ
ッ
ク

フ
ェ
ア
は
昨
年
に
続
い
て
２

回
目
で
、
今
年
は
約
60
ブ
ー

ス
が
並
び
、
絵
画
や
造
形
、

　

明
野
町
の
ア
ー
ト
複
合

施
設
「
ガ
ス
ボ
ン
メ
タ
ボ

リ
ズ
ム
」
で
10
月
11
〜
12

日
、「
八
ヶ
岳
ア
ー
ト
ブ
ッ

ク
フ
ェ
ア
」が
開
催
さ
れ
た
。

全
国
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
出

版
社
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
が

手
が
け
た
個
性
豊
か
な
ア
ー

写
真
、
デ
ザ
イ
ン
、
言
葉
な

ど
、
ジ
ャ
ン
ル
を
横
断
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
ト
ブ
ッ
ク

や
作
品
が
展
示
さ
れ
、
作
家

と
来
場
者
が
交
流
を
楽
し
む

姿
が
見
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

村
田
実
莉
さ
ん
、
も
り
た
み

ど
り
さ
ん
、
コ
ム
ア
イ
さ
ん

が
「
手
描
き
の
お
札
に
価
値

は
あ
る
の
か
？
」
と
題
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。

参
加
者
は
、
自
由
な
感
性
で

貨
幣
を
デ
ッ
サ
ン
し
た
あ

と
、
個
性
や
労
力
と
い
っ
た

価
値
が
加
わ
っ
た
手
描
き
の

貨
幣
が
イ
ベ
ン
ト
内
の
ブ
ー

ス
で
利
用
で
き
る
の
か
実

験
し
、
貨
幣
の
本
質
や
価
値

の
源
泉
、
信
頼
の
在
り
方
な

ど
を
問
い
直
す
企
画
と
な
っ

た
。

　

ま
た
、
日
本
各
地
の
集
落

を
訪
ね
、
そ
の
土
地
に
根
ざ

多
様
な
表
現
楽
し
む

八
ヶ
岳
ア
ー
ト
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

会場の中に個性豊かなアートブックや作品が
ずらりと並んだ

バリアフリー演劇祭開催

参加者と一体で楽しむ

手話通訳と字幕を使った演劇の様子

八
ヶ
岳
高
原
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

紅
葉
の
高
原
を
快
走一斉にスタートしたハーフマラソン

ホ
ウ
キ
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

須
玉 

遠
照
寺
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こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
世
界
の

水
素
の
実
証
・
実
装
の
現
場

で
培
わ
れ
た
知
見
を
共
有

し
、
各
国
・
各
地
域
が
次
の

一
歩
を
描
く
た
め
の
議
論
を

行
う
国
際
会
議
と
し
て
開
か

れ
た
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
や

イ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
、
ブ
ラ
ジ

ル
な
ど
９
カ
国
と
国
内
13
地

域
が
参
加
。
19
日
に
は
分

科
会
、
20
日
は
「
本
会
議
」、

21
日
に
米
倉
山
電
力
貯
蔵
技

術
研
究
サ
イ
ト
（
甲
府
市
）

と
株
式
会
社
コ
ー
セ
ー
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
南
ア
ル
プ

ス
市
）の
施
設
を
視
察
し
た
。

２
人
の
知
事
対
談

　

20
日
は
、
長
崎
知
事
と
小

池
知
事
の
対
談
「
水
素
社
会

は
ど
う
実
装
さ
れ
る
か
─
都

市
と
地
域
の
新
た
な
連
携
モ

デ
ル
」
が
開
か
れ
、
長
崎
知

事
は
「
水
素
を
現
場
で
つ
く

り
、
た
め
て
、
使
う
と
い
う

知
見
を
積
み
重
ね
て
き
た
」

と
し
、
25
年
10
月
か
ら
は
東

京
都
の
京
浜
島
で
、
東
京
都

と
一
緒
に
都
市
の
中
で
水
素

を
つ
く
っ
て
使
う
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
た
。

　

小
池
知
事
は
、「（
世
界
的

な
）気
候
危
機
、エ
ネ
ル
ギ
ー

危
機
が
あ
る
中
で
の
切
り
札

と
な
る
水
素
」
と
話
し
、
グ

リ
ー
ン
水
素
の
プ
ラ
ン
ト
や

水
素
の
製
造
を
５
倍
に
増
や

す
こ
と
や
商
用
モ
ビ
リ
テ
ィ

を
ベ
ー
ス
に
都
営
バ
ス
を
含

め
、
Ｆ
Ｃ
バ
ス
（
燃
料
電
池

バ
ス
）
を
30
年
ま
で
に
１
５

０
台
、
商
用
モ
ビ
リ
テ
ィ
を

合
わ
せ
５
０
０
０
台
に
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と
説

明
。

　

長
崎
知
事
は
「
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
、
自
分
た
ち
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
」
と
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
将
来
性
と
課
題
に
つ

い
て
触
れ
、
小
池
知
事
は
①

グ
リ
ー
ン
水
素
の
経
済
圏
を

つ
く
る
②
技
術
と
人
材
の
育

成
③
水
素
に
よ
る
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
（
回
復
力
）
強
化
の
３

つ
の
連
携
を
具
体
的
な
行
動

へ
と
移
す
こ
と
が
重
要
と
話

し
た
。

知
事
記
者
会
見

　

対
談
後
に
は
両
知
事
の
記

者
会
見
が
開
か
れ
、
長
崎
知

事
は
「
東
京
都
と
一
緒
に

な
っ
て
、
ま
た
知
見
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
積
み
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
小
池
知
事
は
「
Ｐ

２
Ｇ
な
ど
、
山
梨
県
の
取
り

組
み
は
現
実
的
か
つ
発
展
的

で
あ
る
と
い
う
風
に
考
え
て

い
る
」
と
し
、「
山
梨
県
と

連
携
す
る
こ
と
は
２
つ
の
危

機
を
乗
り
越
え
て
い
く
大
き

な
連
携
に
な
る
と
思
う
」
と

山
梨
と
東
京
の
関
係
性
を
強

調
し
た
。

北
川
氏
の
特
別
講
演

　

特
別
講
演
に
は
、
京
都
大

学
特
別
教
授
の
北
川
進
氏
を

迎
え
た
。
演
題
は
「
持
続
可

能
な
未
来
に
向
け
た
電
子
空

間
の
設
計
」
で
、
北
川
氏
は

「
19
世
紀
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
う
産
業
革
命
を
行
っ
た
」

と
話
し
始
め
、「
19
世
紀
は

石
炭
、
20
世
紀
は
石
油
・
天

然
ガ
ス
、
21
世
紀
は
気
体
だ

と
考
え
て
い
る
」
と
い
い
、

「
人
類
は
ま
だ
こ
の
気
体
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
て
な

い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
気

体
は
簡
単
に
拡
散
し
、
そ
し

て
、
す
ぐ
に
混
ざ
り
、
薄
ま

り
、
見
え
な
い
。
非
常
に
扱

い
に
く
い
」
と
紹
介
す
る
。

　

そ
の
課
題
解
決
と
し
て
、

ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
の
多
孔
性
材

料
（
電
子
サ
イ
ズ
の
無
数
の

穴
を
持
つ
材
料
）
の
仕
組

み
や
形
、
技
術
を
紹
介
し
、

次
世
代
の
高
圧
ガ
ス
容
器

「
キ
ュ
ビ
タ
ン
」
を
紹
介
し

て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
実

証
実
験
を
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
っ
て
空
気
か
ら

必
要
な
も
の
を
つ
く
る
と
い

う
流
れ
に
な
る
」と
話
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
提
言
・
宣
言

　

サ
ミ
ッ
ト
の
総
括
で
田
坂

広
志
議
長
は
①
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
技
術
の
研
究
開
発
の

　

水
素
の
社
会
実
装
を
目
指
し
、
10
月
19
日
〜
21
日
ま
で
県
内
で
初
め
て
開
か
れ
た

「
富
士
ハ
イ
ド
ロ
ジ
ェ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
６
」（
以
下
：
サ
ミ
ッ
ト
）
の
２
日
目

の
20
日
、小
淵
沢
町
の
ア
ル
ソ
ア
女
神
の
森
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
「
本
会
議
」

が
開
か
れ
、
長
崎
幸
太
郎
知
事
と
東
京
都
の
小
池
百
合
子
知
事
の
対
談
や
海
外
の
先

進
事
例
、
京
都
大
学
特
別
教
授
で
２
０
２
５
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
北
川

進
氏
に
よ
る
特
別
講
演
な
ど
、
水
素
社
会
を
通
し
た
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性

に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。

段
階
を
超
え
て
お
り
、
今
後

は
水
素
社
会
シ
ス
テ
ム
の
創

出
の
段
階
に
進
む
こ
と
を
提

言
す
る
②
国
際
的
な
協
力
の

も
と
に
世
界
各
国
で
活
躍
す

る
水
素
専
門
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
提
言
す
る
③
さ
ま

ざ
ま
な
イ
グ
ニ
ッ
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
、
国

際
的
な
水
素
市
場
と
産
業
の

創
出
を
図
る
こ
と
を
提
言
す

る
な
ど
５
つ
を
提
言
し
、
長

崎
知
事
に
手
渡
し
た
。

　

続
い
て
、
長
崎
知
事
は
、

①
山
梨
県
は
水
素
の
製
造
か

ら
利
用
ま
で
を
社
会
の
中
で

動
か
し
て
き
た
経
験
を
、
国

内
外
の
地
域
に
惜
し
み
な
く

開
く
②
国
内
外
の
地
域
の
技

術
者
や
行
政
の
担
当
者
が
設

置
か
ら
運
転
保
守
ま
で
を
学

び
、
自
ら
の
地
域
に
持
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
尽
く

す
③
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
自

ら
の
条
件
に
合
わ
せ
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
る
取
り
組

み
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
山

梨
県
は
そ
の
導
入
を
自
ら
の

経
験
を
持
っ
て
支
え
る
と
述

べ
、「
資
源
を
奪
い
合
う
文

明
か
ら
、
資
源
を
共
に
つ
く

る
文
明
へ
の
転
換
は
、
１
つ

の
国
や
地
域
だ
け
で
は
成
し

遂
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
分
か
ち

合
い
、
支
え
合
う
資
源
共
創

社
会
を
こ
こ
に
集
っ
た
全
て

の
皆
様
と
共
に
形
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
」と
宣
言
し
た
。

　

北
杜
市
と
東
京
農
業
大
学

国
際
食
料
情
報
学
部
食
料
環

境
経
済
学
科
、
北
杜
市
フ
ー

ド
バ
レ
ー
協
議
会
の
３
者
は

10
月
15
日
、
地
域
経
済
や
農

業
の
発
展
、
人
材
育
成
な
ど

を
目
的
に
し
た
包
括
連
携
協

定
を
結
ん
だ
。
産
学
官
の
強

み
を
生
か
し
た「
実
践
の
場
」

を
つ
く
り
、
多
様
な
取
り
組

み
を
本
格
化
さ
せ
る
。

　

今
回
の
協
定
は
、
同
大
学

が
昨
年
、
農
作
業
体
験
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
対
す
る
効

果
を
研
究
す
る
た
め
、
フ
ー

ド
バ
レ
ー
協
議
会
の
大
塚
広

夫
会
長
の
農
場
で
実
証
実
験

を
行
い
、
市
に
成
果
を
報
告

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
北

杜
市
の
地
域
課
題
に
つ
い
て

も
意
見
交
換
を
行
う
な
か
、

同
大
学
が
コ
ロ
ナ
禍
で
縮
小

し
た
学
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
研

修
地
の
確
保
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
よ
り
よ
い

連
携
を
構
築
し
よ
う
と
締
結

に
至
っ
た
と
い
う
。（
写
真
）

　

３
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識

や
経
験
、
人
的
資
源
を
生
か

し
な
が
ら
、
農
産
物
の
販
路

拡
大
や
北
杜
市
の
地
域
課
題

を
テ
ー
マ
に
し
た
調
査
、
研

究
に
よ
る
相
互
交
流
、
学
生

の
農
業
実
習
の
実
施
、
農
福

連
携
の
推
進
な
ど
を
行
う
と

し
て
お
り
、
継
続
的
に
関
わ

り
な
が
ら
、
地
域
の
発
展
と

人
材
育
成
の
双
方
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
し
て
い
る
。

　

協
定
締
結
式
で
、
同
大
学

食
料
環
境
経
済
学
科
の
堀

部
篤
学
科
長
は
、

「
数
年
前
に
も
学

生
た
ち
の
ゼ
ミ

研
修
で
北
杜
市

を
訪
れ
た
こ
と

が
あ
り
、
農
業

や
食
、
観
光
、

地
域
の
自
然
を

豊
か
に
学
べ
る

場
所
だ
と
実
感

し
た
」
と
話
し
、

よ
り
暮
ら
し
に

踏
み
込
ん
だ
農

家
実
習
を
は
じ

め
、
学
生
主
導
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
創
出
、
新
規
就
農
や

ジ
ビ
エ
の
活
用
、
農
産
物
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
専
門
教
員
の
相

互
交
流
な
ど
を
進
め
て
い
き

た
い
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、大
柴
邦
彦
市
長
は
、

「
高
齢
化
が
進
み
、
耕
作
放

棄
地
な
ど
も
増
え
て
い
る
。

大
学
の
知
恵
や
若
者
の
力
を

か
り
て
、
一
緒
に
北
杜
市
の

農
業
や
地
域
の
発
展
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」と
話
し
、

フ
ー
ド
バ
レ
ー
協
議
会
の
大

塚
会
長
は
、「
行
政
と
大
学

の
間
に
入
っ
て
大
学
の
求
め

　

北
杜
市
フ
ー
ド
バ
レ
ー
協

議
会
は
10
月
15
日
、
明
野
町

の
ほ
場
で
ス
マ
ー
ト
農
業
の

体
験
会
を
開
催
し
た
。
自
動

操
舵
ト
ラ
ク
タ
ー
や
全
自
動

式
田
植
え
機
な
ど
の
実
演
が

行
わ
れ
、
市
内
の
農
業
関
係

者
が
見
学
し
た
。

　

こ
の
体
験
会
は
、
ス
マ
ー

ト
農
業
の
推
進
に
向
け
、
北

杜
市
が
来
年
２
月
ご
ろ
に
衛

星
か
ら
の
高
精
度
な
位
置
情

報
を
提
供
す
る
「
Ｒ
Ｔ
Ｋ

（
リ
ア
ル
タ
イ
ム
キ
ネ
マ

テ
ィ
ッ
ク
）
基
地
局
」
を
整

備
す
る
こ
と
に
合
わ
せ
て
企

画
し
た
。

　

Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
は
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
（
衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ

ム
）
を
使
っ
た
自
動
操
舵
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
が
誤
差
な
く

正
確
な
作
業
を
行
う
た
め
に

必
要
な
も
の
で
、
山
梨
県
内

で
自
治
体
が
整
備
す
る
の
は

初
め
て
。

る
こ
と
、
行
政
が
後
押
し
し

て
く
れ
る
こ
と
を
組
み
立

て
、
新
し
い
視
点
や
考
え
方

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
北
杜

市
の
農
業
が
少
し
で
も
よ
く

な
る
よ
う
尽
力
し
た
い
」
と

語
っ
た
。

　

同
日
は
、
農
機
メ
ー
カ
ー

関
東
甲
信
ク
ボ
タ
の
協
力
の

も
と
、
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム

を
搭
載
し
た
ト
ラ
ク
タ
ー
で

耕
う
ん
や
整
地
、
畦
畔
の
形

成
な
ど
の
実
演
が
行
わ
れ
、

ハ
ン
ド
ル
操
作
の
負
担
軽
減

や
ま
っ
す
ぐ
進
む
技
術
の
サ

ポ
ー
ト
を
体
験
し
た
。

　

市
農
政
課
の
担
当
者
は
、

「
農
業
の
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
が
進
む
中
、
ス
マ
ー
ト

農
業
の
導
入
は
重
要
に
な
っ

て
い
る
。
省
力
化
や
作
業
軽

減
に
と
ど
ま
ら
ず
、
創
出
さ

れ
た
余
力
で
新
し
い
付
加
価

値
に
投
資
で
き
る
体
制
づ
く

り
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
市

も
支
援
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。

農
業
振
興
や
人
材
育
成

産
学
官
で
包
括
連
携
協
定

耕うん作業を行う自動操舵トラクター

水
素
社
会
で
変
わ
る
未
来

世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
解
決
へ

長崎知事（左）と小池知事（中）の対談の様子

スマート農業
体験会実施

自動操舵トラクター

https://tour.hokuto-kanko.jp/plan/?plan=plan000096
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdWcLO9F70Ldu_n2KDIr9xJNuuvdFuL9Lg6CHcr3Gc8EcGqiw/viewform
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パイの家 エム・ワン
代表取締役社長　三井 龍生

〒409-1502 北杜市大泉町谷戸5883

☎0551-38-4181
https://www.pai-m1.com

ヨ イ パ イ

アップルパイ
自社
だけで…

…出来る会社です。

プロパンガス販売
ガス・石油器具販売
ガス配管工事
ガス配送、安全点検

八ヶ岳地域に
安全と暖かさをお届けする。

Liquefied Petroleum Gas

の専門店・・・

プ ロ パ ン ガ ス の
（有）岩下商事

中央線　長坂駅正面
☎0551（32）2527

八
ヶ
岳
・
泰
雲
書
道
美
術
館

北
杜
市
長
坂
町
小
荒
間
一
九
一
九　
電
話
三
二・六
二
七
七

甲
斐
小
泉
駅
下
車
・
八
ヶ
岳
側　
十
時
〜
十
六
時
ま
で
開
館

毎
週
金
曜
日
〜
日
曜
日
開
館　
開
館
日
以
外
は
予
約
制

江
戸
末
期
の
儒
学
書
家
柳
田
正
斎
、書
家
泰
麓
、泰
雲
と

続
く
書
法
一
家
の
三
代
目
。泰
雲
の
作
品
を
中
心
に
展
示

を
し
て
居
り
ま
す
。

入
館
料
一
般
　
千
二
百
円
・
高
校
生
以
下
　
六
百
円

開
館
期
間
　
四
月
一
日
〜
十
一
月
二
十
五
日
http://www.gakusho.co.jp

　
柳
田 

青
蘭 

主
宰

　
　
　
学
書
院
八
ヶ
岳
書
道
教
室

　
　
　
泰
雲
書
道
美
術
館
研
修
室
　
電
話 

三
二
・
六
二
七
七

初心者から師範資格取得まで自
由に、楽しく学べる教室です。

・火曜クラス（月3回）１時〜４時
・木曜クラス（月3回）１時〜７時
・土曜クラス（月2回・学生）１時〜４時
・通 信 部

Challenge calligraphy!
Why don’t you learn  
        Japanese culture?
Come and join us.
Lesson/ Saturday 
            (twice a month)
For details please E-mail us.
E-mail: taiun@io.ocn.ne.jp

北杜市大泉町谷戸 2008
0551-38-4744

営業時間：am9：30～pm7：30

お休みはHP、SNSで随時発信

ひまわりの花が太陽を向き
続けるように
私たちはお客様と
食材を見つめ続けます

https://himawari-ichiba.com

　

９
月
定
例
市
議
会
で
可
決

さ
れ
た
議
案
内
容
な
ど
を
市

民
に
説
明
す
る
「
市
政
報
告

会
」
が
、
10
月
21
日
、
須
玉

町
の
須
玉
ふ
れ
あ
い
館
で
開

催
さ
れ
、
各
町
の
地
域
委
員

や
民
生
委
員
な
ど
が
参
加
し

た
。

　

同
日
は
大
柴
邦
彦
市
長
が

登
壇
し
、
補
正
予
算
に
計
上

し
た
主
な
事
業
な
ど
を
説

明
。
山
梨
県
の
イ
ン
ド
訪
問

に
参
加
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
現
地
で
の
取
り
組
み
や

今
後
の
企
業
立
地
、
観
光
誘

客
へ
の
可
能
性
を
述
べ
た
ほ

か
、
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の

実
証
運
行
の
開
始
や
ス
マ
ー

ト
農
業
の
推
進
、
国
際
交
流

と
い
っ
た
市
政
の
状
況
を

語
っ
た
。

　

ま
た
、
市
立
中
学
校
（
甲

陵
中
を
除
く
）
８
校
を
２
校

に
す
る
統
合
計
画
で
、
校
舎

の
設
置
候
補
地
を
高
根
町
村

山
北
割
の
「
高
根
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
体
育
館
敷
地
」
と

長
坂
町
日
野
の
「
旧
県
立
峡

北
高
等
学
校
跡
地
」
の
２
カ

所
と
す
る
方
針
に
つ
い
て
、

11
月
に
住
民
説
明
会
を
開
催

す
る
と
し
、
広
く
参
加
を
呼

び
か
け
た
。

　

同
説
明
会
は
、
11
月
７
日

に
長
坂
町
の
長
坂
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
10

日
に
須
玉
町
の
須
玉
ふ
れ
あ

い
館
、
11
日
に
武
川
町
の
甲

斐
駒
セ
ン
タ
ー
せ
せ
ら
ぎ
で

開
催
す
る
計
画
で
、
開
会
は

午
後
７
時
。
６
日
か
ら
説
明

会
の
資
料
を
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
16
日
ま

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
日
は
、
デ
ジ
タ

ル
庁
デ
ジ
タ
ル
社
会
共
通
機

能
グ
ル
ー
プ
地
方
業
務
シ
ス

テ
ム
基
盤
チ
ー
ム
の
企
画
官

の
泉
智
徳
さ
ん
を
迎
え
た
講

演
会
「
デ
ジ
タ
ル
庁
の
中
の

人
の
立
場
で
見
え
た
こ
と
・

感
じ
た
こ
と
～
こ
れ
か
ら
の

社
会
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル

と
ど
う
付
き
合
う
か
～
」
が

開
か
れ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
自
然
の
樹

木
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い

と
整
備
し
て
い
る
長
坂
町
の

北
杜
市
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
セ
ン

タ
ー
近
く
の
「
森
の
あ
そ
び

場
」
で
、
ナ
ラ
枯
れ
の
原
因

と
な
る
ナ
ラ
菌
と
い
う
病
原

菌
を
運
ぶ
「
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ

ク
イ
ム
シ
」
の
被
害
が
確
認

で
き
た
こ
と
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
昆
虫
の
聖
地
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
里
山
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

の
関
係
者
が
、
10
月
27
日
に

虫
の
駆
除
を
実
施
し
た
。

　

里
山
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
に
よ

る
と
、
７
年
前
に
市
内
で
カ

シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
の
調

査
を
行
っ
た
と
き
は
確
認
で

き
な
か
っ
た
が
、
今
年
に

入
っ
て
森
の
あ
そ
び
場
内
で

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
の

痕
跡
を
確
認
。
調
査
し
た
と

こ
ろ
60
本
以
上
の
ナ
ラ
の
木

に
被
害
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
と
い
う
。

　

里
山
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で

は
、
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム

シ
の
被
害
を
放
置
し
て
お
く

と
ナ
ラ
枯
れ
し
、
倒
木
の
危

険
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
園
芸

用
殺
虫
剤
を
使
っ
て
、
２
㍉

ほ
ど
の
穴
に
薬
剤
を
注
入
す

る
処
置
を
行
っ
た
。
当
日
処

理
し
た
ナ
ラ
の
木
の
本
数
は

76
本
に
上
っ
た
と
い
う
。

　

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ

の
駆
除
活
動
を
し
た
里
山

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
、「
北

杜
市
全
域
に
広
が
っ
て
い
る

可
能
性
も
あ
る
の
で
、
早
め

に
駆
除
す
る
対
応
を
検
討
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い

る
。
駆
除
方
法
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
。

　
白
州
町
で
名
水
ま
つ
り

　

白
州
町
の
北
杜
市
白
州
総

合
運
動
場
で
10
月
25
日
、「
第

38
回
北
杜
市
甲
斐
駒
の
里
名

水
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
た
。

約
40
の
地
元
企
業
や
各
種
団

体
が
参
加
し
、
飲
食
や
農
産

物
の
販
売
、
地
域
の
自
然
や

名
水
の
試
飲
体
験
な
ど
を
提

供
し
、
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
っ
た
。（
写
真
）

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
市
立
白

州
小
学
校
に
よ
る
花
笠
音
頭

の
演
舞
や
市
立
白
州
中
学
校

吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
尾
白
神

馬
太
鼓
の
披
露
の
ほ
か
、
和

楽
器
ユ
ニ
ッ
ト
「
弐
鷹
」
が

三
味
線
と
尺
八
、
和
太
鼓
で

会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

　
健
康
増
進
に
寄
付

　

地
域
住
民
の
健
康
増
進
や

暮
ら
し
の
充
実
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
、
明
治
安
田
生
命

保
険
相
互
会
社
は
10
月
14

日
、
北
杜
市
に
現
金
76
万
７

９
９
６
円
の
寄
付
と
音
声
明

瞭
器
「
サ
ウ
ン
ド
ア
ー
チ
」

の
１
台
を
寄
贈
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
同
社
甲
府

支
社
の
久
保
拓
毅
支
社
長
が

市
役
所
を
訪
れ
、
大
柴
邦
彦

市
長
に
目
録
を
手
渡
し
た
。

　

こ
の
サ
ウ
ン
ド
ア
ー
チ

は
、
低
い
音
や
高
い
音
も
明

瞭
に
聞
こ
え
る
よ
う
音
声
を

変
換
す
る
装
置
で
、
電
話
の

問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
職

員
の
声
を
相
手
に
聞
き
取
り

や
す
く
す
る
こ
と
が
で
き
、

市
は
、
介
護
支
援
課
に
設
置

し
た
。

　
八
峰
き
ら
き
ら
祭
り

　

精
神
障
が
い
が
あ
る
人
の

就
労
や
生
活
を
支
援
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
八
峰
会
（
三
枝
基

治
理
事
長
）
は
10
月
24
日
、

長
坂
町
の
し
ら
か
ば
工
房
で

「
第
５
回
八
峰
き
ら
き
ら
祭

り
」
を
開
催
し
、
施
設
利
用

者
や
そ
の
家
族
、
地
域
住
民

な
ど
約
60
人
が
参
加
し
た
。

　

同
事
業
所
で
製
造
さ
れ
て

い
る
人
気
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
や
手
づ
く
り
小
物
の
販
売

を
は
じ
め
、
ゲ
ー
ム
大
会
、

活
動
の
展
示
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
が
津
軽
三
味
線
の

演
奏
を
披
露
し
た
。

　
稲
刈
り
を
体
験

　

６
月
に
長
坂
町
渋
沢
の
田

ん
ぼ
で
、
田
植
え
体
験
を
し

た
「
一
般
社
団
法
人
八
ヶ
岳

暮
ら
し
と
文
化
協
議
会
」（
馬

場
建
二
代
表
理
事
）
で
は
、

９
月
27
日
に
稲
刈
り
体
験
を

開
き
、
な
れ
な
い
手
つ
き
で

鎌
を
持
っ
た
参
加
者
が
、
刈

り
取
っ
た
稲
を
自
然
乾
燥
さ

せ
る
は
ざ
が
け
に
も
挑
戦
し

た
。（
写
真
）

　

当
日
は
20
人
以
上
が
参
加

し
、
長
雨
で
ぬ
か
る
ん
で
い

る
田
ん
ぼ
に
入
っ
た
参
加
者

は
、
鎌
を
使
っ
て
た
わ
わ
に

実
っ
た
稲
を
一
株
一
株
刈
り

取
る
体
験
と
同
時
に
、
刈
り

取
っ
た
稲
が
ま
と
ま
っ
た
と

こ
ろ
で
稲
を
は
ざ
が
け
す
る

体
験
を
し
た
。

　

家
族
４
人
で
参
加
し
た
馬

場
洋
子
さ
ん
は
「
お
米
を
食

べ
る
の
が
楽
し
み
で
す
」
と

話
し
た
。
馬
場
代
表
理
事
に

よ
る
と
、「
６
俵
く
ら
い
の

収
穫
に
な
る
と
思
う
。
参
加

し
て
い
る
18
世
帯
で
分
け

る
」
と
話
し
て
い
る
。

一
端
を
子
ど
も
た
ち
に
も
伝

え
た
い
と
書
き
始
め
た
五
十

嵐
敏
子
さ
ん
（
85
・
小
淵
沢

町
在
住
）
が
、「
八
十
二
歳

の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」（
も
り
ん

ち
ゅ
文
庫
）
を
発
刊
し
た
。

　

八
十
二
歳
の
ラ
ブ
レ
タ
ー

は
、
四
六
判
の
１
５
４
㌻
で

１
５
０
０
円
（
税
込
）。
目

次
は
「
英
三
子
さ
ん
の
夢
」

や
「
ロ
ー
ハ
イ
ド
の
横
さ

ん
」、「
ク
シ
君
と
蒸
気
機
関

車
」、「
フ
ル
タ
君
の
ザ
ラ
ザ

ラ
し
た
手
」、「
滝
口
カ
レ
ー

店
・
開
店
せ
ず
」
な
ど
、
14

編
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

１
９
６
０
年
代
の
高
度
経

済
成
長
期
を
背
景
に
、
五
十

嵐
さ
ん
が
歩
ん
で
き
た
北
九

州
で
の
出
来
事
や
会
社
を
辞

め
て
カ
メ
ラ
マ
ン
に
な
る
夢

を
抱
え
て
上
京
し
た
こ
と
、

カ
メ
ラ
を
通
し
た
縁
に
よ
っ

て
始
ま
っ
た
約
40
年
に
わ
た

る
交
流
、
友
人
の
そ
の
後
な

ど
、
心
に
響
く
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
つ
づ
っ
て
い
る
。

　

五
十
嵐
さ
ん
は
「
当
時

の
も
が
い
て
い
る
自
分
に
、

『
ち
ゃ
ん
と
大
人
に
な
れ
る

よ
』
と
声
を
か
け
て
あ
げ
た

い
」
と
い
い
、「
息
子
た
ち

に
母
が
ど
ん
な
青
春
時
代
を

過
ご
し
て
き
た
の
か
を
文
字

で
伝
え
ら
れ
た
」
と
う
れ
し

そ
う
に
話
し
て
い
る
。

　
「
八
十
二
歳
の
ラ
ブ
レ

タ
ー
」
は
長
坂
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
前
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
き
ら
ら
シ
テ
ィ

内
の
ブ
ッ
ク
ス
セ
イ
ブ
ン

ド
ー
で
扱
っ
て
い
る
。
問
い

合
わ
せ
は
☎
32
・
８
１
３
２

ま
で
。

　

昔
の
日
記
や
手
紙
を
整
理

し
よ
う
と
手
に
し
た
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
が
走
馬

灯
の
よ
う
に
浮
か
び
、
そ
の

　

泉
さ
ん
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁

が
創
設
さ
れ
た
背
景
か
ら
、

Ａ
Ｉ
の
仕
組
み
や
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
問
題
に
も
触
れ
な
が
ら
、

「
デ
ジ
タ
ル
に
対
す
る
知
識

と
人
間
力
の
両
立
こ
そ
が
大

切
」
な
ど
と
語
っ
た
。

９
月
定
例
市
議
会
を
報
告

中
学
統
合
の
住
民
説
明
会
開
催
へ

森林害虫を駆除

ナラ類の倒木回避
里山ファンクラブ

害虫の進入穴から薬剤を注入する

若
か
り
し
思
い
出

一
冊
に
ま
と
め
る

五
十
嵐
敏
子
さ
ん

八十二歳のラブレターを
執筆した五十嵐さん

https://konchu-seichi-hokuto.org/satoyama-fanclub/
http://www.gakusho.co.jp/
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キ
ノ
コ
は
菌
類
の
「
花
」

で
す
。
胞
子
を
撒
く
た
め
に

生
え
ま
す
。
キ
ノ
コ
が
出
た

地
面
や
樹
木
の
内
側
に
は
、

菌
糸
が
び
っ
し
り
張
り
巡
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
き
た
樹
木
と
共
生
す

る
「
菌
根
菌
」
は
、
時
に
マ

ツ
タ
ケ
の
よ
う
な
人
工
栽
培

で
き
な
い
美
味
し
い
キ
ノ
コ

を
つ
く
り
ま
す
。

八
ヶ
岳
周
辺
で
よ

く
み
る
キ
ノ
コ
で

は
、
タ
マ
ゴ
タ
ケ

や
ハ
ナ
イ
グ
チ
が

菌
根
菌
で
す
。

　

写
真
は
ハ
ナ
イ

グ
チ
、別
名
を
「
ジ

コ
ボ
ウ
」
の
名
で

親
し
ま
れ
る
美
味

し
い
食
菌
で
す
。

菌
根
菌
は
植
物
の

根
と
つ
な
が
り
、
栄
養
交
換

し
て
共
生
し
ま
す
。
ハ
ナ
イ

グ
チ
の
場
合
は
カ
ラ
マ
ツ
と

共
生
し
ま
す
。

　

菌
根
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介

し
て
、
森
は
ひ
と
つ
の
生
命

体
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
栄
養
交
換
だ
け
で
な

く
根
を
病
原
菌
か
ら
守
っ
た

り
、
親
木
か
ら
得
た
栄
養
を

幼
木
に
分
け
与
え
た
り
、
害

虫
に
襲
わ
れ
た
木
か
ら
の
警

報
を
他
の
木
に
伝
え
た
り
し

ま
す
。

（
文
・
写
真　

大
園
た
み
よ
）

ハ
ナ
イ
グ
チ

土地・建物・建築設計・
リフォーム
エコ・長期優良住宅提案
（昔からの土壁の原理、
エコ快適住宅 WB 工法）
（高気密・高断熱・省エ
ネスーパーウォール工
法）
太陽光発電システム
★建築資材販売と工事
アルミサッシ・ユニット
バス・キッチン・トイレ・
洗面台・外壁や屋根の張
替え・外壁や屋根の塗装
工事・クロス張替え・障
子張替え・畳替え・照明
交換・鍵交換・網戸張替
え・ガラス入替え
★エクステリア
門扉・フェンス・カーポー
ト・ガーデニング・物置
★防犯・エコ・安全関係
製品
防犯製品・防犯硝子・煙
感知器（取り付け致しま
す）・LED 及びエコ照明
提案

便利アイテム お風呂場に「あったらいいな」が付けられます

マグネットアイテムエスコートバー 丸洗いカウンター

※省エネ補助金まもなく受付終了。活用はご相談ください。

入浴前からあたたかい
約3分で20℃
換気乾燥暖房機

Bタイプ Mタイプ Hタイプ Cタイプ

ナガセキトーヨー住器（株）
TEL0551-32-3511

　

武
田
信
玄
の
祖
・
新
羅
三

郎
義
光
が
若
神
子
城
を
築
い

た
と
い
う
伝
承
に
ち
な
ん
で

開
か
れ
て
い
る
「
第
37
回
２

０
２
６
須
玉
甲
斐
源
氏
祭

り
」（
丸
山
秀
明
実
行
委
員

長
）
が
、
10
月
18
日
、
須
玉

ふ
れ
あ
い
館
を
会
場
に
し
て

開
催
さ
れ
、
青
空
が
広
が
る

中
、
多
く
の
来
場
者
が
秋
の

一
時
を
楽
し
ん
だ
。（
写
真
）

　

当
日
は
ふ
れ
あ
い
館
駐
車

場
を
会
場
に
し
て
ジ
ュ
ニ
ア

バ
ン
ド
の
演
奏
を
は
じ
め
、

須
玉
保
育
園
・
南
部
こ
ど
も

園
の
園
児
に
よ
る
遊
技
、
須

玉
中
学
校
吹
奏
楽
部
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
会
場
内
ｘ
に
は

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
飲
食
コ
ー

ナ
ー
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
高

所
作
業
車
の
試
乗
体
験
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

甲
斐
源
氏
祭
り
開
催

須
玉
ふ
れ
あ
い
館

https://www.instagram.com/nagasekitoyo/?hl=ja

